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はじめに 

 

この高齢者実態調査報告書は、令和８年１～２月に実施した「介護予防・日常生活圏域

ニーズ調査」、「在宅介護実態調査」、「介護保険事業所調査」の３つの調査結果を報告書とし

てまとめたものです。 

市では、それぞれの調査結果を踏まえ、地域での高齢者の生活実態からみた課題や介護(予

防)サービスなどのニーズを把握し、それらを「多摩市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計

画」の見直し作業や、高齢者の皆さんが住み慣れた地域で安心して住み続けられるまちづく

りのための基礎資料として活用していきます。 

本調査にあたり、アンケートにご協力いただきました市民の皆様及び介護保険事業所の皆

様に心からお礼申し上げます。 

 

令和８年４月 

多摩市健康福祉部 高齢支援課、介護保険課 
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１．調査の目的 

本調査は、多摩市に居住する高齢者の生活実態を把握することによって、「第10期多摩市高齢者

保健福祉計画・介護保険事業計画（令和９～11年度）」の策定や高齢者が住み慣れた地域で安心し

住み続けられるまちづくりのための施策などの基礎資料とすることを目的とします。 

 

２．調査方法と回収状況等 

（１）調査方法 

郵送配布－郵送回収・ＷＥＢ電子回答（礼状兼督促状１回送付） 

（２）調査期間 

令和８年１月16日（金）～２月６日（金） 

（３）調査の一覧 

種類 調査概要 調査対象範囲 

①介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査 

要介護状態になる前の高齢者

のリスクや、社会参加状況等

の把握を目的に実施 

令和７年12月１日現在、市内に居住する

65歳以上の方で、要介護認定（要介護１

～５）を受けていない方 

②在宅介護実態調査 

介護保険サービスの利用状況

と、在宅生活の継続、介護者

の就労継続の関係の把握等を

目的に実施 

令和７年12月１日現在、市内に居住する

65歳以上で、在宅で生活している要支

援・要介護認定を受けている方のうち、

更新申請・区分変更申請に伴う認定調査

を受けた方（①の調査対象者は除く） 

③介護保険事業所調査 

市内の各種介護サービス事業

所の活動状況や事業の展開意

向、事業展開上の課題の把握

等を目的に実施 

市内介護保険事業所 

※１ ①の調査対象者は、居住地域（地域包括支援センター（４ページ参照））ごとに、調査対象

範囲から無作為抽出しています。 

 

（４）回収状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

配布数 郵送 ＷＥＢ 計 郵送 ＷＥＢ 計

① ニーズ調査 4,000 2,790 259 3,049 69.8% 6.5% 76.2%

② 在宅介護 1,500 902 139 1,041 60.1% 9.3% 69.4%

③ 事業所 179 64 70 134 35.8% 39.1% 74.9%

総計 5,679 3,756 468 4,224 66.1% 8.2% 74.4%

【ニーズ調査 圏域別内訳】

圏域 配布数 郵送 ＷＥＢ 計 郵送 ＷＥＢ 計

西部 570 404 41 445 70.9% 7.2% 78.1%

東部 780 546 52 598 70.0% 6.7% 76.7%

多摩センター 920 638 78 716 69.3% 8.5% 77.8%

中部 950 693 44 737 72.9% 4.6% 77.6%

北部 780 509 44 553 65.3% 5.6% 70.9%

計 4,000 2,790 259 3,049 69.8% 6.5% 76.2%

調査対象

有効回収数 有効回収率

有効回収数 有効回収率
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（５）調査項目 

①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

基本属性、家族や生活状況、からだを動かすこと、食べること、毎日の生活、地域での活動、

助け合い、健康、認知症について、多摩市の事業などについて 

②在宅介護実態調査 

基本属性、介護保険制度、必要な支援・サービス、医療の状況、介護保険料、主な介護者の

状況などについて 

③介護保険事業所調査 

基本属性、居宅介護支援事業所の状況、居宅・施設サービス事業所の状況、事業運営、人材

育成・確保、他事業者との連携、今後の事業運営、介護保険外サービスなどについて、多摩

市への意向について 

 

 

３．調査結果を見る上での注意事項 

・回答は、それぞれの質問の回答者数を母数とした百分率（％）で示しています。 

・％は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記しています。したがっ

て、％の合計が必ずしも100％にならない場合（例えば99.9％、100.1％など）があります。 

・回答者が２つ以上回答することのできる質問（複数回答）については、％の合計は100％を超え

ることがあります。 

・本文及びグラフの中の設問文の選択肢の表現は一部省略、補足しています。 

・居住地域は、以下の地域包括支援センターの地域で統合しています。 

 

地域包括支援センター 

（日常生活圏域） 
居住地域 

西部 
落川・百草・桜ヶ丘・関戸６丁目・和田（３丁目を除く）・東寺方

（３丁目を除く）・貝取（地番） 

東部 連光寺・聖ヶ丘・馬引沢・諏訪 

多摩センター 落合・鶴牧・唐木田・中沢・山王下・南野２～３丁目 

中部 永山２～７丁目・貝取２～５丁目・豊ヶ丘２～６丁目・南野１丁目 

北部 
一ノ宮・和田３丁目・東寺方３丁目・関戸１～５丁目・愛宕・乞田・

貝取１丁目・豊ヶ丘１丁目・永山１丁目 
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１．基本属性 

（１）性別 

（１）性別を記入してください。（〇は１つ） 

 

回答者の性別は、「女性」が55.0％、「男性」が40.0％となっています。 

年齢別でみると、90歳以上では「女性」が71.6％、65～69歳では「男性」が47.8％とそれぞれ

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

（２）年齢を記入してください。（〇は１つ） 

 

回答者の年齢は、「75～79歳」が23.9％と最も高く、次いで「70～74歳」20.2％、「80～84歳」

18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

６５～６９歳 (458)

７０～７４歳 (616)

７５～７９歳 (729)

８０～８４歳 (577)

８５～８９歳 (354)

９０歳以上 (169)

(%)ｎ

47.8

40.3

45.3

43.8

33.9

27.2

52.0

59.4

54.6

55.8

65.0

71.6

-

-

-

-

-

-

0.2

0.3

0.1

0.3

1.1

1.2

40.0 55.0

-

5.0

男

性

女

性

そ

の

他

無

回

答

(3,049)  15.0 20.2 23.9 18.9 11.6 4.8

0.7 0.1

4.8

ｎ (%)

６

５
～

６

９

歳

７

０
～

７

４

歳

７

５
～

７

９

歳

８

０
～

８

４

歳

８

５
～

８

９

歳

９

０
～

９

４

歳

９

５
～

９

９

歳

１

０

０

歳

以

上

無

回

答
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（３）居住地域 

（３）お住まいの地域はどこですか。（〇は１つ） 

 

回答者の居住地域は、「中部」が24.2％と最も高く、次いで「多摩センター」23.5％、「東部」

19.6％、「北部」18.1％、「西部」14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）居住年数 

（４）お住いの地域での居住年数をお答えください（〇は１つ） 

 

居住年数は、「住み始めて20年以上」が66.3％と最も高く、次いで「住み始めて10年～20年未満」

13.2％、「住み始めて５年～10年未満」5.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）身体の状況（要介護度） 

（５）あなたのお身体の状況（要介護度）について教えてください（〇は１つ） 

 

回答者の身体の状況は、「介護保険の認定を受けていない」が85.4％と最も高く、次いで「要支

援１である」3.1％、「要支援２である」2.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  14.6 19.6 23.5 24.2 18.1

(%)ｎ

西

部

東

部

多

摩

セ

ン

タ
ー

中

部

北

部

(3,049)  

1.8 3.6

4.6 5.8 13.2 66.3 4.8

(%)ｎ

住

み

始

め

て

１

年

未

満

住

み

始

め

て

１

年

～

３

年

未

満

住

み

始

め

て

３

年

～

５

年

未

満

住

み

始

め

て

５

年

～

1

0

年

未

満

住

み

始

め

て

1

0

年
～

2

0

年

未

満

住

み

始

め

て

2

0

年

以

上

無

回

答

(3,049)  85.4

0.7 3.1 2.8 0.4

7.6

(%)ｎ

介

護

保

険

の

認

定

を

受

け

て

い

な

い

総

合

事

業

対

象

者

で

あ

る

要

支

援

１

で

あ

る

要

支

援

２

で

あ

る

要

介

護

１
～

５

で

あ

る

無

回

答

0.7％ 3.1％ 2.8％ 0.4％
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２．家族や生活状況について（問１） 

（１）家族構成 

（１）家族構成を教えてください。（〇は１つ） 

 

家族構成は、「１人暮らし」が41.3％と最も高く、次いで「夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）」

23.2％、「息子・娘との２世帯」13.8％となっています。 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれて「１人暮らし」の割合が増加する傾向がみられます。

また、85歳以上は「息子・娘との２世帯」が増加し、「夫婦２人暮らし」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

６５～６９歳 (458)

７０～７４歳 (616)

７５～７９歳 (729)

８０～８４歳 (577)

８５～８９歳 (354)

９０歳以上 (169)

(%)ｎ

37.6

45.0

39.8

41.2

42.4

42.0

18.6

23.5

28.1

25.6

18.9

8.9

10.5

3.9

1.1

0.7

0.6

-

12.7

11.5

12.9

13.0

17.2

27.8

19.4

15.3

16.6

16.3

17.2

17.8

1.3

0.8

1.5

3.1

3.7

3.6

41.3 23.2

2.9

13.8 16.8 2.0

１

人

暮

ら

し

夫

婦

２

人

暮

ら

し

（

配

偶

者

６

５

歳

以

上
）

夫

婦

２

人

暮

ら

し

（

配

偶

者

６

４

歳

以

下
）

息

子

・

娘

と

の

２

世

帯

そ

の

他

無

回

答
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（２）介護・介助の必要性 

（２）あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。（〇は１つ） 

 

介護・介助の必要性は、「介護・介助は必要ない」が86.5％と最も高く、「何らかの介護・介助

は必要だが、現在は受けていない」が5.9％となっています。 

性別でみると、「介護・介助は必要ない」は男性（89.9％）が女性（84.7％）より5.2ポイント

高くなっています。 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ、「現在、何らかの介護を受けている」の割合が高まり、

90歳以上では23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (458)

７０～７４歳 (616)

７５～７９歳 (729)

８０～８４歳 (577)

８５～８９歳 (354)

９０歳以上 (169)

(%)ｎ

89.9

84.7

97.4

94.3

92.0

82.5

73.7

49.7

4.9

6.4

0.9

2.3

3.3

7.8

13.6

21.3

2.9

5.8

0.7

1.8

2.5

4.9

9.3

23.1

2.3

3.2

1.1

1.6

2.2

4.9

3.4

5.9

86.5 5.9 4.8 2.9

介

護

・

介

助

は

必

要

な

い

何

ら

か

の

介

護

・

介

助

は

必

要

だ

が
、

現

在

は

受

け

て

い

な

い

現

在
、

何

ら

か

の

介

護

を

受

け

て

い

る

無

回

答

性
別

年
齢
別
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（３）介護・介助が必要になった主な原因 

（２）で「２.何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」「３.現在、何らかの介護

を受けている」に〇をつけた方のみお答えください 

① 介護・介助が必要になった主な原因は次のどれですか（〇はいくつでも） 

 

介護・介助が必要になった主な原因は、「高齢による衰弱」が19.8％と最も高く、次いで「骨

折・転倒」17.6％、「心臓病」13.0％、「関節の病気（リウマチ等）」及び「脊椎損傷」9.3％、「が

ん（悪性新生物）」及び「糖尿病」8.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(324)  

高齢による衰弱

骨折・転倒

心臓病

関節の病気（リウマチ等）

脊椎損傷

がん（悪性新生物）

糖尿病

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

認知症（アルツハイマー病等）

視覚・聴覚障害

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

パーキンソン病

腎疾患（透析）

不明

その他

無回答

19.8

17.6

13.0

9.3

9.3

8.0

8.0

6.5

6.5

5.2

4.9

2.5

1.9

1.2

18.8

14.5

0 5 10 15 20 (%)
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（４）主な介護・介助者 

（２）で「３.現在、何らかの介護を受けている」に〇をつけた方のみお答えください 

② 主にどなたの介護・介助を受けていますか（〇はいくつでも） 

 

主な介護・介助者は、「介護サービスのヘルパー」が32.4％と最も高く、次いで「娘」29.0％、

「息子」25.5％、「配偶者（夫・妻）」18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）現在の暮らしの経済的状況 

（３）現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか。（〇は１つ） 

 

現在の暮らしの経済的状況は、「大変苦しい」（7.4％）と「やや苦しい」（23.8％）を合わせた

≪苦しい≫が31.2％となっています。一方、「ややゆとりがある」（10.3％）と「大変ゆとりがあ

る」（2.0％）を合わせた≪ゆとりがある≫が12.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(145)  

介護サービスのヘルパー

娘

息子

配偶者（夫・妻）

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

32.4

29.0

25.5

18.6

7.6

3.4

2.8

17.2

4.1

0 10 20 30 40 (%)

(3,049)  7.4 23.8 54.5 10.3

2.0

2.0

(%)ｎ

大

変

苦

し

い

や

や

苦

し

い

ふ

つ

う

や

や

ゆ

と

り

が

あ

る

大

変

ゆ

と

り

が

あ

る

無

回

答

苦しい　31.2％ ゆとりがある　12.3％
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（６）住居形態 

（４）お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか。（〇は１つ） 

 

住居形態は、「持家（一戸建て）」が35.7％と最も高く、次いで「持家（集合住宅）」が34.6％と

なっています。 

地区別でみると、西部、東部、北部では「持家（一戸建て）」が高くなっており、また、多摩セ

ンター、中部では「持家（集合住宅）」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(件,％）

調
査
数

(

n

)

持
家

（
一
戸
建
て

）

持
家

（
集
合
住
宅

）

公
的
賃
貸
住
宅
等

（
都
営
・
市

営
・
Ｕ
Ｒ
等

）

民
間
賃
貸
住
宅

（
一
戸
建
て

）

民
間
賃
貸
住
宅

（
集
合
住
宅

）

借
家

（
公
的
賃
貸
住
宅
等
と
民

間
賃
貸
住
宅
以
外

）

そ
の
他

無
回
答

3,049 35.7 34.6 19.4 0.2 6.4 0.6 1.6 1.6

西部 445 72.8 6.7 8.1 0.4 6.3 1.1 2.5 2.0

東部 598 54.0 21.7 13.7 0.2 6.5 0.5 2.0 1.3

多摩センター 716 26.8 50.6 13.0 - 5.9 0.6 1.3 2.0

中部 737 8.3 48.6 38.7 - 1.6 0.3 1.1 1.5

北部 553 34.2 31.8 17.0 0.4 13.4 0.5 1.4 1.3

地
区
別

全体

  全  体 (3,049)

西部 (445)

東部 (598)

多摩センター (716)

中部 (737)

北部 (553)

(%)ｎ

72.8

54.0

26.8

8.3

34.2

6.7

21.7

50.6

48.6

31.8

8.1

13.7

13.0

38.7

17.0

0.4

0.2

-

-

0.4

6.3

6.5

5.9

1.6

13.4

1.1

0.5

0.6

0.3

0.5

2.5

2.0

1.3

1.1

1.4

2.0

1.3

2.0

1.5

1.3

35.7 34.6 19.4

0.2

6.4

0.61.6

1.6

持

家
（

一

戸

建

て
）

持

家
（

集

合

住

宅
）

公

的

賃

貸

住

宅

等

（

都

営

・

市

営

・

Ｕ

Ｒ

等
）

民

間

賃

貸

住

宅
（

一

戸

建

て
）

民

間

賃

貸

住

宅
（

集

合

住

宅
）

借

家
（

公

的

賃

貸

住

宅

等

と

民

間

賃

貸

住

宅

以

外
）

そ

の

他

無

回

答
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（７）お住まいの種類及びエレベーターの有無 

（５）お住まいの種類及びエレベーターの有無についてお聞きします。（〇は１つ） 

 

住居形態及びエレベーターの有無は、「一戸建て」が36.6％と最も高く、次いで「エレベーター

なし集合住宅」34.2％、「エレベーターあり集合住宅」25.0％となっています。 

地区別でみると、中部では「エレベーターなし集合住宅」が59.7％と最も高く、西部では「一

戸建て」が73.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

西部 (445)

東部 (598)

多摩センター (716)

中部 (737)

北部 (553)

(%)ｎ

73.3

53.8

28.1

9.6

35.6

8.8

21.7

28.4

26.5

35.4

13.9

19.6

39.7

59.7

25.5

4.0

4.8

3.9

4.2

3.4

36.6 25.0 34.2 4.1

一

戸

建

て

エ

レ

ベ
ー

タ
ー

あ

り

集

合

住

宅

エ

レ

ベ
ー

タ
ー

な

し

集

合

住

宅

無

回

答
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（８）エレベーターあり集合住宅（階数） 

エレベーターあり集合住宅のお住まいの階数は、どの地区でも「５階以上」が最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）エレベーターなし集合住宅（階数） 

エレベーターなし集合住宅のお住まいの階数は、どの地区でも「１階」が最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (1,044)

西部 (62)

東部 (117)

多摩センター (284)

中部 (440)

北部 (141)

(%)ｎ

33.9

29.9

26.4

26.6

34.8

30.6

21.4

24.6

23.2

23.4

8.1

12.8

12.7

15.0

15.6

11.3

11.1

13.0

14.1

7.8

9.7

12.0

13.7

14.8

11.3

6.5

12.8

9.5

6.4

7.1

28.4 23.9 13.8 12.5 13.4 8.0

１

階

２

階

３

階

４

階

５

階

以

上

無

回

答

  全  体 (763)

西部 (39)

東部 (130)

多摩センター (203)

中部 (195)

北部 (196)

(%)ｎ

20.5

7.7

3.9

8.2

5.6

17.9

8.5

4.4

8.2

10.2

7.7

10.8

14.3

15.9

10.7

10.3

8.5

9.4

8.7

9.2

35.9

51.5

63.1

50.8

59.2

7.7

13.1

4.9

8.2

5.1

6.9 8.3 12.8 9.0 55.6 7.3

１

階

２

階

３

階

４

階

５

階

以

上

無

回

答
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３．からだを動かすことについて（問２） 

（１）運動について 

（１）階段を手すりや壁をつたわらずに上っていますか。（〇は１つ） 

（２）椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。（〇は１つ） 

（３）１５分位続けて歩くことができますか。（〇は１つ） 

 

「できるけどしていない」は階段を手すりや壁をつたわらずに上っているが18.4％、椅子に座っ

た状態から何もつかまらずに立ち上がっているが10.3％、15分位続けて歩くことができるが5.6％

となっています。 

「できるし、している」は15分位続けて歩くことができるが85.9％と最も高く、次いで、椅子に

座った状態から何もつかまらずに立ち上がれるが78.3％、階段を手すりや壁をつたわらずに上れ

るが64.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

階段を手すりや壁をつたわらずに
昇っている

(3,049)

椅子に座った状態から何もつかま
らずに立ち上がっている

(3,049)

１５分位続けて歩くことができる (3,049)

ｎ (%)

78.3

85.9

10.3

5.6

9.2

6.9

2.3

1.5

64.3 18.4 15.4 2.0

で

き

る

し
、

し

て

い

る

で

き

る

け

ど

し

て

い

な

い

で

き

な

い

無

回

答
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（２）過去1年間の転んだ経験 

（４）過去１年間に転んだ経験がありますか。（〇は１つ） 

 

過去1年間の転んだ経験は、「ない」が66.6％と最も高くなっています。一方、転んだ経験があ

る場合は「１度ある」が23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）転倒に対する不安 

（５）転倒に対する不安は大きいですか。（〇は１つ） 

 

転倒に対する不安は、「とても不安である」（15.1％）と「やや不安である」（39.3％）を合わせ

た≪不安である≫が54.4％となっています。一方、「あまり不安ではない」（26.6％）と「不安で

はない」（16.4％）を合わせた≪不安ではない≫は43.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  15.1 39.3 26.6 16.4 2.6

(%)ｎ

と

て

も

不

安

で

あ

る

や

や

不

安

で

あ

る

あ

ま

り

不

安

で

は

な

い

不

安

で

は

な

い

無

回

答

不安である　54.4％ 不安ではない　43.0％

(3,049)  8.5 23.5 66.6 1.3

(%)ｎ

何

度

も

あ

る

１

度

あ

る

な

い

無

回

答

転んだ経験がある　32.0％
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（４）運動機能 リスク判定 

■運動機能リスクの判定・評価 

問番号 設問 該当する選択肢 

問２-Q１ 階段を手すりや壁をつたわらずに上っていますか 「３.できない」 

問２-Q２ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 「３.できない」 

問２-Q３ 15分位続けて歩くことができますか 「３.できない」 

問２-Q４ 過去１年間に転んだ経験がありますか 
「１.何度もある」

「２.１度ある」 

問２-Q５ 転倒に対する不安は大きいですか 
「１.とても不安」

「２.やや不安」 

判定 ３問以上該当する選択肢が回答された場合は「該当」 

 

運動機能リスク判定において、該当した人は（運動機能の低下がみられる人）は、全体で

11.8％となっています。 

性別でみると、女性では「該当」が14.4％と男性に比べて高くなっています。 

性年齢別でみると、90歳以上では「該当」が女性43.0％、男性34.8％と男女ともに最も高く、

年齢が上がるにつれて該当者が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (219)

７０～７４歳 (248)

７５～７９歳 (330)

８０～８４歳 (253)

８５～８９歳 (120)

９０歳以上 (46)

６５～６９歳 (238)

７０～７４歳 (366)

７５～７９歳 (398)

８０～８４歳 (322)

８５～８９歳 (230)

９０歳以上 (121)

(%)ｎ

8.2

14.4

1.4

2.8

4.8

12.6

21.7

34.8

5.9

8.5

8.3

19.9

20.4

43.0

87.5

80.1

96.8

94.0

91.2

80.6

72.5

56.5

92.0

88.3

87.4

74.8

67.4

45.5

4.3

5.5

1.8

3.2

3.9

6.7

5.8

8.7

2.1

3.3

4.3

5.3

12.2

11.6

11.8 82.9 5.3

性
別

男
性

女
性

該

当

非

該

当

無

回

答
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（５）外出頻度 

（６）週に１回以上は外出していますか。（〇は１つ） 

 

外出頻度は、「週５回以上」が43.6％と最も高く、次いで「週２～４回」42.0％、「週１回」

8.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  

3.7

8.7 42.0 43.6 2.0

(%)ｎ

ほ

と

ん

ど

外

出

し

な

い

週

１

回

週

２
～

４

回

週

５

回

以

上

無

回

答



 

20 

（６）閉じこもり リスク判定 

■閉じこもりリスクの判定・評価 

問番号 設問 該当する選択肢 

問２-Ｑ６ 週に１回以上は外出していますか 「１.ほとんど外出しない」 

判定 該当する選択肢が回答された場合は「注意」 

 

閉じこもりリスク判定は、「注意」が3.7％となっています。 

性別でみても、男女の差はありません。 

性年齢別でみると、80歳以上から「注意」が男女ともに多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (219)

７０～７４歳 (248)

７５～７９歳 (330)

８０～８４歳 (253)

８５～８９歳 (120)

９０歳以上 (46)

６５～６９歳 (238)

７０～７４歳 (366)

７５～７９歳 (398)

８０～８４歳 (322)

８５～８９歳 (230)

９０歳以上 (121)

(%)ｎ

3.3

4.0

1.4

1.6

2.4

4.3

7.5

8.7

1.7

1.6

2.5

3.4

4.8

20.7

95.0

94.3

98.2

96.8

95.2

93.7

90.0

91.3

97.9

97.3

96.5

93.8

91.7

77.7

1.7

1.7

0.5

1.6

2.4

2.0

2.5

-

0.4

1.1

1.0

2.8

3.5

1.7

3.7

94.3 2.0

性
別

男
性

女
性

注

意

非

該

当

無

回

答
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（７）昨年と比べた外出頻度の減少 

（７）昨年と比べて外出の回数が減っていますか。（〇は１つ） 

 

昨年と比べた外出頻度の減少は、「とても減っている」（3.9％）と「減っている」（20.3％）を

合わせた≪減っている≫は24.2％となっています。一方、「あまり減っていない」（29.5％）と

「減っていない」（44.4％）を合わせた≪減っていない≫は73.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）外出控えの有無 

（８）外出を控えていますか（〇は１つ） 

 

外出控えの有無は、「はい」が16.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  16.2 81.7 2.1

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答

(3,049)  

3.9

20.3 29.5 44.4 2.0

(%)ｎ

と

て

も

減
っ

て

い

る

減
っ

て

い

る

あ

ま

り

減
っ

て

い

な

い

減
っ

て

い

な

い

無

回

答

減っている　24.2％ 減っていない　73.9％



 

22 

（９）外出を控えている理由 

上記で「１.はい」に〇をつけた方のみお答えください。 

① 外出を控えている理由は次のどれですか（〇はいくつでも） 

 

外出を控えている理由は、「足腰などの痛み」が56.9％と最も高く、次いで「外での楽しみがな

い」19.8％、「トイレの心配（失禁など）」17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(494)  

足腰などの痛み

外での楽しみがない

トイレの心配（失禁など）

病気

経済的に出られない

耳の障害（聞こえの問題など）

交通手段がない

目の障害

障害（脳卒中の後遺症など）

その他

無回答

56.9

19.8

17.6

13.8

11.5

8.3

6.9

6.7

2.6

23.1

1.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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（１０）活動別の外出頻度と移動手段 

（９）以下①～⑧の活動について、現在の外出頻度を教えて下さい。 

また、それぞれの外出で使用している移動手段に○をつけてください（〇はいくつでも） 

※外出頻度が「０日」の場合は、移動手段に○をつける必要はありません。 

 

活動別の外出頻度は、「１～５日」は⑥自身の通院で63.4％と最も高く、次いで、③友人・知人

との交流で41.6％、⑤買い物・食事で30.8％となっています。一方、「０日」は⑧通院や介護以外

の付き添い・送迎で45.1％と最も高く、⑦通院や介護に関わる付き添い・送迎で43.1％、①地域

活動への参加老人クラブ、ボランティアで40.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

④通勤

⑤買い物・食事

⑥自身の通院

⑦通院や介護に関わる付き添い・送迎

n=(3,049)

①地域活動への参加老人クラブ、
ボランティア

②趣味活動

③友人・知人との交流

⑧通院や介護以外の付き添い・送迎

(%)

23.7

17.6

35.5

2.3

11.3

43.1

45.1

28.0

41.6

6.8

30.8

63.4

8.2

3.8

9.8

4.3

4.3

24.7

1.8

0.7

0.8

5.4

1.9

9.7

17.7

0.5

0.2

0.3

1.3

0.6

1.8

6.5

-

-

0.1

31.7

34.0

41.9

18.1

23.0

47.9

49.9

40.9 12.7

2.6 0.7 0.3

42.9

０

日

１
～

５

日

６
～

１

０

日

１

１
～

２

０

日

２

１

日

以

上

無

回

答



 

24 

活動別の外出する際の移動手段は、「徒歩」は①地域活動への参加老人クラブ、ボランティアで

69.4％と最も高く、次いで⑤買い物・食事で55.7％、②趣味活動で54.7％となっています。一方、

「自動車・バイク・原付（運転）」は⑧通院や介護以外の付き添い・送迎で45.7％と最も高く、次

いで⑦通院や介護に関わる付き添い・送迎で38.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）運動頻度 

（10）現在、あなたはどのくらいの頻度で運動をしていますか（〇は１つ） 

 

運動頻度は、「週５日以上」が27.9％と最も高く、次いで「週３～４日」23.9％、「月１日未満

／全く運動していない」17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

(件,％）

調
査
数

(

n

)

徒
歩

自
転
車

自
動
車
・
バ
イ
ク
・
原
付

（
運
転

）

自
動
車
・
バ
イ
ク
・
原
付

（
同
乗

）

電
車

路
線
バ
ス

病
院
や
施
設
の
バ
ス

歩
行
器
・
シ
ル
バ
ー
カ
ー

タ
ク
シ
ー

そ
の
他

無
回
答

① 地域活動への参加老人クラブ、
ボランティア

494 69.4 8.1 13.8 1.4 8.1 20.6 1.4 1.0 0.8 3.6 6.5

② 趣味活動 1,359 54.7 9.6 25.1 2.9 28.2 36.5 1.1 0.4 2.6 1.7 4.8

③ 友人・知人との交流 1,476 49.5 5.4 17.7 3.5 45.6 39.9 0.5 0.7 3.3 2.3 7.5

④ 通勤 689 44.8 10.2 24.1 2.8 42.5 34.8 0.4 - 2.3 2.2 4.6

⑤ 買い物・食事 2,429 55.7 10.7 26.1 6.8 16.8 40.2 0.3 0.6 3.7 2.6 6.3

⑥ 自身の通院 2,003 46.9 7.3 17.6 4.8 18.4 38.9 2.4 0.8 6.0 2.6 7.2

⑦ 通院や介護に関わる付き添い・
送迎

277 11.6 1.4 38.3 11.2 7.9 15.9 7.2 1.1 13.0 8.7 10.5

⑧ 通院や介護以外の付き添い・
送迎

151 19.2 2.6 45.7 11.9 4.6 10.6 3.3 0.7 4.6 7.9 10.6

(3,049)  27.9 23.9 14.3 7.9 5.2 17.3 3.3

(%)ｎ

週

５

日

以

上

週

３
～

４

日

週

２

日

週

１

日

月

に

１
～

３

日

月

１

日

未

満

／

全

く

運

動

し

て

い

な

い

無

回

答
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４．食べることについて（問３） 

（１）BMI（身長・体重） 

BMI判定について、全体では「標準」が66.8％を占め、次いで「肥満」が15.5％、「低体重」が

10.0％と続きます。 

性別でみると、女性では「低体重」が13.7％と男性（4.8％）に比べて高く、男性では「肥満」

が20.1％と女性（12.5％）に比べて高くなっています。 

年齢別でみると90歳以上では「低体重」が16.6％と高く、75～79歳では「肥満」が17.3％と高

くなっています。 

ＢＭＩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※BMI（体格指数：Body Mass Index）＝体重（kg）÷（身長（ⅿ）×身長（ⅿ）） 

一般的には、18.5未満で「低体重」、18.5以上25.0未満で「標準」、25.0以上30.0未満で「肥満」、

30.0以上で「高度肥満」と判定されます。 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (458)

７０～７４歳 (616)

７５～７９歳 (729)

８０～８４歳 (577)

８５～８９歳 (354)

９０歳以上 (169)

(%)ｎ

4.8

13.7

10.3

10.2

7.4

9.5

11.9

16.6

68.3

65.7

67.2

66.7

70.6

66.9

61.6

59.8

20.1

12.5

16.2

17.0

17.3

14.2

14.7

10.7

2.4

1.8

3.9

2.6

0.8

1.7

2.3

1.2

4.5

6.2

2.4

3.4

3.8

7.6

9.6

11.8

10.0 66.8 15.5

2.0

5.7

低

体

重

標

準

肥

満

高

度

肥

満

無

回

答

性
別

年
齢
別
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（２）口腔・栄養について 

（２）半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。（〇は１つ） 

（３）お茶や汁物等でむせることがありますか。（〇は１つ） 

（４）口の渇きが気になりますか。（〇は１つ） 

 

「はい」は口の渇きが気になるが28.7％、お茶や汁物等でむせることがあるが27.5％、半年前に

比べて固いものが食べにくくなったが25.7％となっています。 

「いいえ」は半年前に比べて固いものが食べにくくなったが71.7％、お茶や汁物等でむせること

があるが70.1％、口の渇きが気になるが68.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

半年前に比べて固いものが食べに
くくなった

(3,049)

お茶や汁物等でむせることがある (3,049)

口の渇きが気になる (3,049)

ｎ (%)

27.5

28.7

70.1

68.6

2.5

2.7

25.7 71.7 2.5

は

い

い

い

え

無

回

答
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（３）口腔機能 リスク判定 

■口腔機能リスクの判定・評価 

問番号 設問 該当する選択肢 

問３-Ｑ２ 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 「１.はい」 

問３-Ｑ３ お茶や汁物等でむせることがありますか 「１.はい」 

問３-Ｑ４ 口の渇きが気になりますか 「１.はい」 

判定 ２問以上該当する選択肢が回答された場合は「該当」 

 

口腔機能のリスク判定では、「該当」が22.8％、「非該当」が73.6％となっています。 

性別では、女性では「該当」が24.7％と男性（19.8％）より高くなっています。 

性年齢別でみると、85～89歳の女性で「該当」の割合が最も高く、男女ともに65～69歳では

「非該当」が８割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (219)

７０～７４歳 (248)

７５～７９歳 (330)

８０～８４歳 (253)

８５～８９歳 (120)

９０歳以上 (46)

６５～６９歳 (238)

７０～７４歳 (366)

７５～７９歳 (398)

８０～８４歳 (322)

８５～８９歳 (230)

９０歳以上 (121)

(%)ｎ

19.8

24.7

15.5

14.9

19.7

22.5

30.8

26.1

16.0

20.5

25.6

24.8

35.2

31.4

77.1

71.6

83.6

84.7

76.7

73.5

62.5

65.2

82.8

78.1

71.1

70.8

58.3

58.7

3.0

3.7

0.9

0.4

3.6

4.0

6.7

8.7

1.3

1.4

3.3

4.3

6.5

9.9

22.8 73.6 3.5

性
別

男
性

女
性

該

当

非

該

当

無

回

答
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（４）歯磨きの状況 

（５）歯磨き（人にやってもらう場合も含む）を毎日していますか。（〇は１つ） 

 

歯磨きの状況は、「はい」が90.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）歯の数と入れ歯の利用状況 

（６）歯の数と入れ歯の利用状況を教えてください（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて

３２本です）（〇は１つ） 

 

歯の数と入れ歯の利用状況は、「自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし」が35.8％と最も高く、

次いで「自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用」31.9％、「自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を

利用」18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  18.9 35.8 31.9 8.7 4.8

(%)ｎ

自

分

の

歯

は

２

０

本

以

上
、

か

つ

入

れ

歯

を

利

用

自

分

の

歯

は

２

０

本

以

上
、

入

れ

歯

の

利

用

な

し

自

分

の

歯

は

１

９

本

以

下
、

か

つ

入

れ

歯

を

利

用

自

分

の

歯

は

１

９

本

以

下
、

入

れ

歯

の

利

用

な

し

無

回

答

(3,049)  90.9 7.1 2.0

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答
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（６）発音の状況 

（７）普段の会話で、言葉をはっきりと発音できないことがありますか（〇は１つ） 

 

発音の状況は、「はい」が18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）体重減少の有無 

（８）６か月間で２～３kg以上の体重減少がありましたか（〇は１つ） 

 

体重減少の有無は、「はい」が10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  10.6 86.9 2.5

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答

(3,049)  18.0 79.3 2.7

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答
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（８）栄養 リスク判定 

■栄養リスクの判定・評価 

問番号 設問 該当する選択肢 

問３-Ｑ７ ６カ月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか 「１.はい」 

問３-Ｑ１ 身長、体重 ＢＭＩ＜18.5 

判定 全て該当する選択肢が回答された場合は「該当」 

 

栄養リスク判定では、「該当」が1.8％となっています。 

性別でみると、男女ともに「非該当」が９割台と高くなっています。 

性年齢別でみると、男女ともに90歳以上で「該当」が他の年齢に比べて高くなっています。 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (219)

７０～７４歳 (248)

７５～７９歳 (330)

８０～８４歳 (253)

８５～８９歳 (120)

９０歳以上 (46)

６５～６９歳 (238)

７０～７４歳 (366)

７５～７９歳 (398)

８０～８４歳 (322)

８５～８９歳 (230)

９０歳以上 (121)

(%)ｎ

1.1

2.3

0.9

0.4

1.2

0.4

3.3

4.3

1.7

1.9

2.3

2.2

3.0

3.3

94.2

91.1

97.7

97.6

95.5

92.5

86.7

78.3

95.0

92.9

93.0

88.8

86.5

86.8

4.7

6.7

1.4

2.0

3.3

7.1

10.0

17.4

3.4

5.2

4.8

9.0

10.4

9.9

1.8

92.2 6.1

性
別

男
性

女
性

該

当

非

該

当

無

回

答
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（９）食事をともにする機会 

（９）どなたかと食事をともにする機会はありますか（〇は１つ） 

 

どなたかと食事をともにする機会は、「毎日ある」が39.3％と最も高く、次いで「月に何度かあ

る」26.0％、「週に何度かある」12.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）主食、主菜、副菜の３つを組み合わせて食べる頻度 

（10）ここ１か月間、あなたは、主食、主菜、副菜の３つを組み合わせて食べることが１日に

２回以上あるのは週に何日でしたか（〇は１つ） 

 

主食、主菜、副菜の３つを組み合わせて食べる頻度は、「毎日」が60.4％と最も高く、次いで

「週に５日」9.7％、「週に４日」7.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  60.4 7.2 9.7 7.4 5.6

2.3 1.4 3.0

2.9

(%)ｎ

毎

日

週

に

６

日

週

に

５

日

週

に

４

日

週

に

３

日

週

に

２

日

週

に

１

日

な

い

無

回

答

2.3％ 1.4％ 3.0％ 2.9％

(3,049)  39.3 12.7 26.0 12.4 7.4 2.2

(%)ｎ

毎

日

あ

る

週

に

何

度

か

あ

る

月

に

何

度

か

あ

る

年

に

何

度

か

あ

る

ほ

と

ん

ど

な

い

無

回

答
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５．毎日の生活について（問４） 

（１）認知機能の低下について 

（１）物忘れが多いと感じますか（〇は１つ） 

（２）自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか（〇は１つ） 

（３）今日が何月何日かわからない時がありますか（〇は１つ） 

 

物忘れが多いと感じますかは、「はい」が36.3％、「いいえ」が60.4％となっています。 

自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますかは、「はい」が81.8％、「いいえ」

が16.2％となっています。 

今日が何月何日かわからない時がありますかは、「はい」が23.7％、「いいえ」が74.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

物忘れが多いと感じる (3,049)

自分で電話番号を調べて、電話を
かけることをしている

(3,049)

今日が何月何日かわからない時が
ある

(3,049)

ｎ (%)

81.8

23.7

16.2

74.0

2.0

2.3

36.3 60.4 3.3

は

い

い

い

え

無

回

答
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（２）認知症 リスク判定 

■認知症リスクの判定・評価 

問番号 設問 該当する選択肢 

問４-Ｑ１ 物忘れが多いと感じますか 「１.はい」 

問４-Ｑ２ 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 「２.いいえ」 

問４-Ｑ３ 今日が何月何日かわからない時がありますか 「１.はい」 

判定 １問以上、該当する選択肢が回答された場合は「要注意」 

 

認知症リスク判定は、「要注意」が52.8％と高くなっています。 

性別でみると、男女ともに「要注意」が５割台と高くなっています。 

性年齢別でみると、男性90歳以上で「要注意」が７割台と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (219)

７０～７４歳 (248)

７５～７９歳 (330)

８０～８４歳 (253)

８５～８９歳 (120)

９０歳以上 (46)

６５～６９歳 (238)

７０～７４歳 (366)

７５～７９歳 (398)

８０～８４歳 (322)

８５～８９歳 (230)

９０歳以上 (121)

(%)ｎ

53.7

52.1

46.6

57.3

49.4

53.0

64.2

73.9

52.5

51.9

49.7

47.2

56.5

64.5

43.6

43.6

51.1

40.7

48.2

43.9

30.8

23.9

45.0

45.9

46.7

46.3

37.0

28.9

2.7

4.3

2.3

2.0

2.4

3.2

5.0

2.2

2.5

2.2

3.5

6.5

6.5

6.6

52.8 43.5 3.7

性
別

男
性

女
性

要

注

意

非

該

当

無

回

答
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（３）手段的自立度について 

（４）バスや電車を使って1人で外出していますか(自家用車でも可)。（〇は１つ） 

（５）自分で食品・日用品の買物をしていますか。（〇は１つ） 

（６）自分で食事の用意をしていますか。（〇は１つ） 

（７）自分で請求書の支払いをしていますか。（〇は１つ） 

（８）自分で預貯金の出し入れをしていますか。（〇は１つ） 

 

バスや電車を使って1人で外出していますか(自家用車でも可)は、「できるし、している」が

88.7％と最も高く、次いで「できるけどしていない」が6.0％となっています。 

自分で食品・日用品の買物をしていますかは、「できるし、している」が88.5％と最も高く、次

いで「できるけどしていない」が6.9％となっています。 

自分で食事の用意をしていますかは、「できるし、している」が77.6％と最も高く、次いで「で

きるけどしていない」が16.0％となっています。 

自分で請求書の支払いをしていますかは、「できるし、している」が86.8％と最も高く、次いで

「できるけどしていない」が8.7％となっています。 

自分で預貯金の出し入れをしていますかは、「できるし、している」が88.9％と最も高く、次い

で「できるけどしていない」が6.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

バスや電車を使って１人で外出
している（自家用車でも可）

(3,049)

自分で食品・日用品の買物を
している

(3,049)

自分で食事の用意をしている (3,049)

自分で請求書の支払いをしている (3,049)

自分で預貯金の出し入れを
している

(3,049)

ｎ (%)

88.5

77.6

86.8

88.9

6.9

16.0

8.7

6.9

2.7

4.5

2.5

2.3

1.9

1.9

1.9

1.9

88.7 6.0

3.3

1.9

で

き

る

し
、

し

て

い

る

で

き

る

け

ど

し

て

い

な

い

で

き

な

い

無

回

答
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（４）手段的自立度（IADL）リスク判定 

■手段的自立度（IADL）の判定・評価 

問番号 設問 該当する選択肢 

問４-Ｑ４ バスや電車を使って1人で外出していますか 

（自家用車でも可） 
「１.できるし、している」 

「２.できるけどしていない」 

各１点 

問４-Ｑ５ 自分で食品・日用品の買い物をしていますか 

問４-Ｑ６ 自分で食事の用意をしていますか 

問４-Ｑ７ 自分で請求書の支払いをしていますか 

問４-Ｑ８ 自分で預貯金の出し入れをしていますか 

判定 ５点：高い ４点：やや高い ０～３点：低い 

 

手段的自立度（IADL）が「低い」と判定された人の割合は、3.6％となっています。 

性別でみると、「高い」は女性（92.1％）が男性（88.0％）より4.1ポイント高くなっています。 

性年齢別でみると、男女とも、年齢が上がるにつれ「高い」から「低い」へと移行する傾向が

あります。女性は90歳以上で、「高い」が６割を切っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (219)

７０～７４歳 (248)

７５～７９歳 (330)

８０～８４歳 (253)

８５～８９歳 (120)

９０歳以上 (46)

６５～６９歳 (238)

７０～７４歳 (366)

７５～７９歳 (398)

８０～８４歳 (322)

８５～８９歳 (230)

９０歳以上 (121)

(%)ｎ

88.0

92.1

95.4

91.5

88.5

83.0

83.3

69.6

97.9

97.3

96.2

91.6

88.7

59.5

7.0

1.7

3.2

5.2

6.7

11.1

7.5

13.0

-

1.1

0.3

2.8

3.0

6.6

3.1

3.7

0.9

2.8

2.4

3.6

4.2

15.2

1.3

0.8

1.0

1.9

4.3

29.8

1.9

2.4

0.5

0.4

2.4

2.4

5.0

2.2

0.8

0.8

2.5

3.7

3.9

4.1

90.2

3.8 3.6

2.3

性
別

男
性

女
性

高

い

や

や

高

い

低

い

無

回

答



 

36 

（５）知的能動性について 

（９）年金などの書類（役所や病院などに出す書類）がご自身で書けますか。（〇は１つ） 

（10）新聞を読んでいますか。（〇は１つ） 

（11）本や雑誌を読んでいますか。（〇は１つ） 

（12）健康についての記事や番組に関心がありますか。（〇は１つ） 

 

年金などの書類（役所や病院などに出す書類）がご自身で書けますかは、「はい」が91.7％、

「いいえ」が4.3％となっています。 

新聞を読んでいますかは、「はい」が58.3％、「いいえ」が37.8％となっています。 

本や雑誌を読んでいますかは、「はい」が72.3％、「いいえ」が23.8％となっています。 

健康についての記事や番組に関心がありますかは、「はい」が88.3％、「いいえ」が8.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年金などの書類がご自身で
書けますか

(3,049)

新聞を読んでいますか (3,049)

本や雑誌を読んでいますか (3,049)

健康についての記事や番組
に関心がありますか

(3,049)

ｎ (%)

58.3

72.3

88.3

37.8

23.8

8.1

3.9

3.9

3.6

91.7 4.34.1

は

い

い

い

え

無

回

答
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（６）知的能動性 リスク判定 

■知的能動性リスクの判定・評価 

問番号 設問 該当する選択肢 

問４-Ｑ９ 
年金などの書類（役所や病院などに出す書類）がご自身で

書けますか。 

「１．はい」１点 問４-Ｑ10 新聞を読んでいますか。 

問４-Ｑ11 本や雑誌を読んでいますか。 

問４-Ｑ12 健康についての記事や番組に関心がありますか。 

判定 ４点：高い ３点：やや高い ０～２点：低い 

 

知的能動性リスクが「低い」と判定されたのは、18.6％となっています。 

性別でみると、「低い」は女性（19.6％）が男性（17.5％）より2.1ポイント高くなっています。 

性年齢別でみると、最も「高い」は男性の80～84歳で55.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (219)

７０～７４歳 (248)

７５～７９歳 (330)

８０～８４歳 (253)

８５～８９歳 (120)

９０歳以上 (46)

６５～６９歳 (238)

７０～７４歳 (366)

７５～７９歳 (398)

８０～８４歳 (322)

８５～８９歳 (230)

９０歳以上 (121)

(%)ｎ

49.7

40.9

42.9

46.4

50.6

55.7

51.7

52.2

29.4

35.2

41.0

51.6

47.4

39.7

28.4

34.9

32.9

29.0

27.0

28.1

25.8

23.9

45.4

37.4

37.4

30.4

27.4

24.0

17.5

19.6

21.5

22.2

18.5

10.3

15.8

13.0

23.1

23.8

16.6

14.0

18.3

27.3

4.3

4.7

2.7

2.4

3.9

5.9

6.7

10.9

2.1

3.6

5.0

4.0

7.0

9.1

44.5 31.9 18.6 4.9

性
別

男
性

女
性

高

い

や

や

高

い

低

い

無

回

答



 

38 

（７）友人の家を訪ねることの有無 

（13）友人の家を訪ねていますか（〇は１つ） 

 

友人の家を訪ねることの有無は、「はい」が31.0％、「いいえ」が65.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（８）家族や友人の相談にのった経験 

（14）家族や友人の相談にのっていますか（〇は１つ） 

 

家族や友人の相談にのった経験は、「はい」が70.5％、「いいえ」が25.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（９）趣味の有無 

（15）趣味はありますか（〇は１つ） 

 

趣味の有無は、「趣味あり」が71.8％、「思いつかない」が22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  71.8 22.0 6.2

(%)ｎ

趣

味

あ

り

思

い

つ

か

な

い

無

回

答

(3,049)  70.5 25.4 4.1

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答

(3,049)  31.0 65.0 4.0

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答
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（１０）生きがいの有無 

（16）生きがいはありますか。（〇は１つ） 

 

生きがいの有無は、「生きがいあり」が54.5％、「思いつかない」が37.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）地域の人からの役割期待の有無 

（17）あなたは、お住いの地域の人から何らかの役割を期待され、頼りにされていると思いま

すか（自分なりにできること、会やグループでの取りまとめ役、隣近所のお手伝いやお願

い事など）（〇は１つ） 

 

地域の人からの役割期待の有無は、「あまりそう思わない」が32.2％で最も高く、次いで「全く

そう思わない」が32.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  

2.7

11.0 17.3 32.2 32.0 4.9

(%)ｎ

と

て

も

そ

う

思

う

そ

う

思

う

や

や

そ

う

思

う

あ

ま

り

そ

う

思

わ

な

い

全

く

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

(3,049)  54.5 37.3 8.2

(%)ｎ

生

き

が

い

あ

り

思

い

つ

か

な

い

無

回

答



 

40 

（１２）生活の充実感の有無 

（18）ここ２週間で、毎日の生活に充実感がないと感じますか。（〇は１つ） 

 

生活の充実感の有無は、「はい」が19.9％、「いいえ」が75.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（１３）自分が役に立つ人間だと思えない感じの有無 

（19）ここ２週間で、自分が役に立つ人間だと思えないと感じますか。（〇は１つ） 

 

自分が役に立つ人間だと思えない感じの有無は、「はい」が19.0％、「いいえ」が75.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

（１４）睡眠での休養 

（20）ここ１か月間、あなたは睡眠で休養がとれていますか（〇は１つ） 

 

睡眠での休養は、「充分とれている」と「まあまあ取れている」を合わせた≪とれている≫が

82.9％、「あまりとれていない」と「まったくとれていない」を合わせた≪とれていない≫が

13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  
(3,049)  29.4 53.5 12.5

1.0

3.5

(%)ｎ

充

分

と

れ

て

い

る

ま

あ

ま

あ

取

れ

て

い

る

あ

ま

り

と

れ

て

い

な

い

ま
っ

た

く

と

れ

て

い

な

い

無

回

答

とれている　82.9％ とれていない　13.5％

(3,049)  19.0 75.6 5.3

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答

(3,049)  19.9 75.4 4.8

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答
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（１５）日常生活の中で困っていること 

（21）日常生活の中で困っていることはありますか。（〇はいくつでも） 

 

日常生活の中で困っていることは、「高いところの作業（電球の交換など）」が37.4％と最も高

く、次いで「重いものの扱いや運搬（布団、灯油、米、粗大ごみ）」31.8％、「かがむ作業（風呂

掃除、雑巾がけ等）」23.3％、「携帯電話やスマートフォン等の操作方法」23.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(3,049)  

高いところの作業（電球の交換など）

重いものの扱いや運搬（布団、灯油、
米、粗大ごみ）

かがむ作業（風呂掃除、雑巾がけ等）

携帯電話やスマートフォン等の操作方法

屋外作業（草刈、庭木の手入れ等）

文字が読みづらい（回覧板、新聞等）

電化製品やリモコン等の操作がわかりづらい

室内や団地等の階段の昇り降り

書類整理、事務手続き（役所関係、契約等）

食事のしたく（調理、栄養バランス等）

手先や腕を使う作業（ふたの開閉、
ドアノブ等）

路線バス・鉄道など、公共交通を
利用した外出がしづらい

日常の外出の移動手段（買物、通院等）

話し相手・相談相手がいない

ごみの分別や集積場まで出しに行くこと

家族の介護や世話

金銭管理（預金の出し入れ、
請求書の支払い等）

ペットの世話（散歩、予防接種）

特にない

その他

無回答

37.4

31.8

23.3

23.2

18.3

16.7

14.6

11.3

10.6

7.1

6.9

6.7

5.2

5.0

3.3

2.5

2.2

0.7

30.2

3.4

5.1

0 10 20 30 40
(%)



 

42 

（１６）スマートフォンの活用状況 

（22）スマートフォンをどんな時に活用しますか（〇はいくつでも） 

 

スマートフォンの活用状況は、「電話をかける」が78.2％、「写真を撮る」64.9％、「メールをす

る」63.6％、「ＬＩＮＥ（ライン）」63.4%と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(3,049)  

電話をかける

写真を撮る

メールをする

ＬＩＮＥ（ライン）

検索サイトで情報を探す

地図を見る

動画をみる

スマートフォン決済（お金の支払い）をする

お店等のアプリを活用

健康管理に活用

ネットショッピング

趣味活動の開催場所を探す

ビデオ通話

給付申請やワクチン接種予約 等

ゲームをする

その他ＳＮＳ【Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）、
Ｆａｃｅｂｏｏｋ等】

スマートフォンを持っていない

その他

無回答

78.2

64.9

63.6

63.4

49.9

43.6

33.3

25.5

24.5

20.9

19.5

18.9

14.6

14.4

12.8

11.4

8.9

4.8

3.3

0 20 40 60 80
(%)
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６．地域での活動について（問５） 

（１）グループや社会活動への参加について 

（１）以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか 

（①～⑨それぞれにご回答ください）（〇は１つずつ） 

 

グループや社会活動への参加については、「週４回以上」～「年に数回」を合わせた参加してい

る割合が高い活動は、多い順に⑥図書館の利用が36.5％、③趣味関係のグループが27.6％、⑨収

入のある仕事が24.3％、②スポーツ関係のグループやクラブが22.8％と続いています。 

また、⑧町内会・自治会は「年に数回」が15.0％と最も高く、⑨収入のある仕事は「週４回以

上」が12.1％と高くなっています。一方、すべての活動で「参加していない」が４割以上となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参加している
(件,％）

調
査
数

(

n

)

週
４
回
以
上

週
２
～

３
回

週
１
回

月
１
～

３
回

年
に
数
回

参
加
し
て
い
な
い

無
回
答

「
参
加
し
て
い
る

」

① ボランティアの活動 3,049 1.0 2.0 1.6 4.9 3.4 64.4 22.6 12.9

② スポーツ関係のグループやクラブ 3,049 3.9 7.1 5.1 4.7 2.0 56.5 20.8 22.8

③ 趣味関係のグループ 3,049 2.5 5.4 5.0 10.8 3.9 52.6 19.9 27.6

④ 学習・教養サークル 3,049 0.4 1.1 1.7 3.5 2.1 64.5 26.5 8.8

⑤
健康づくりや介護予防のための通いの場 3,049 1.7 1.8 3.1 2.0 1.1 66.0 24.2 9.7

⑥ 図書館の利用 3,049 1.6 3.7 5.4 11.4 14.4 42.7 20.8 36.5

⑦ 老人クラブ 3,049 0.3 0.5 0.4 1.5 0.5 70.7 26.1 3.2

⑧ 町内会・自治会 3,049 0.3 0.5 0.6 6.3 15.0 53.1 24.2 22.7

⑨ 収入のある仕事 3,049 12.1 7.4 1.3 2.1 1.4 52.7 23.0 24.3



 

44 

（２）グループや社会活動に参加していない理由 

（２）上記のグループ活動に参加していない理由があれば教えてください（○はいくつでも） 

 

グループや社会参加に参加していない理由は、「人との付き合いがおっくう」が29.0％と最も高

く、次いで「健康・体力に自信がない」26.9％、「参加するきっかけがない」24.8％、「興味ある

活動内容がない」21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特技や経験を活かした活動への参加状況 

（３）特技や経験を活かした活動をしていますか（〇は１つ） 

 

特技や経験を活かした活動への参加状況は「している」が24.4％、「していない」が72.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(787)  

人との付き合いがおっくう

健康・体力に自信がない

参加するきっかけがない

興味ある活動内容がない

同行の友人・仲間がいない

気軽に参加できる活動がない

時間的余裕がない

活動の情報がない

家庭の事情

活動場所が遠い

交通費がかかる

その他

無回答

29.0

26.9

24.8

21.1

17.8

13.7

10.4

10.2

4.6

3.3

2.5

13.1

13.0

0 10 20 30 (%)

(3,049)  24.4 72.1 3.4

(%)ｎ

し

て

い

る

し

て

い

な

い

無

回

答
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（４）特技や経験を活かした活動へ参加していない理由 

上記で「２．していない」に〇をつけた方のみお答えください。 

① それはどのような理由ですか（〇はいくつでも） 

 

特技や経験を活かした活動へ参加していない理由は、「活かせる特技や経験がない」が44.0％と

最も高く、次いで「活かしたいと思わない」23.3％、「活かす場がない」16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）地域のグループ活動への参加意欲 

（４）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を 行って、地域づ

くりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思いますか

（〇は１つ） 

（５）地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を 行って、地域づ

くりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参加してみた

いと思いますか（〇は１つ） 

 

地域のグループ活動へ参加意欲については、「是非参加したい」と「参加してもよい」を合わせ

た参加したい割合は、「参加者として」が52.3％、「企画・運営（お世話役として）」が29.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(2,199)  

活かせる特技や経験がない

活かしたいと思わない

活かす場がない

その他

無回答

44.0

23.3

16.0

11.3

8.7

0 10 20 30 40 50 (%)

52.3％

29.7％
企画・運営（お世話役）として

参加してみたい

n=(3,049)

参加者として参加してみたい

(%)

1.2

28.5 59.7

3.8

6.7

4.7 47.6 36.3 5.6 5.8

是

非

参

加

し

た

い

参

加

し

て

も

よ

い

参

加

し

た

く

な

い

既

に

参

加

し

て

い

る

無

回

答

参加したい

「
参
加
し
た
い
」
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（６）見守りや助け合いに必要なこと 

（６）多摩市では、地域の中で、ゆるやかな見守りや助け合いの活動を促進したいと考えてい

ます。そのためには、何が必要だと思いますか（〇はいくつでも） 

 

見守りや助け合いに必要なことは、「心身の健康」が49.2％と最も高く、次いで「時間的な余裕」

27.6％、「市が地域の情報を収集・提供すること」22.2％、「皆が集まる場や行事」及び「世話

人・指導者・コーディネーターなど助けあいをリードする人」20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）生涯学習ができる環境が整っているか 

（７）趣味・教養を深め、生きがいや余暇の充実などのため、生涯学習ができる環境が整って

いると思いますか（〇は１つ） 

 

生涯学習ができる環境が整っているかは、「とてもそう思う」と「そう思う」を合わせた≪思

う≫が34.1％となっています。一方、「全く思わない」と「あまり思わない」を合わせた≪思わな

い≫は57.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  
(3,049)  

1.9

32.2 51.8 5.6 8.6

(%)ｎ

と

て

も

そ

う

思

う

そ

う

思

う

あ

ま

り

思

わ

な

い

全

く

思

わ

な

い

無

回

答

思う　34.1％ 思わない　57.4％

n=(3,049)  

心身の健康

時間的な余裕

市が地域の情報を収集･提供すること

皆が集まる場や行事

世話人・指導者・コーディネーターなど
助け合いをリードする人

手助けが必要な人からの情報発信

地域活動の場の確保

ボランティアや支援組織を育てること

知人から声をかけてもらうこと

見守りサポーター、認知症サポーター
などの養成講座の推進

自分からご近所への声かけ

わからない

その他

無回答

49.2

27.6

22.2

20.9

20.9

18.5

17.0

14.6

12.8

11.1

10.6

16.5

2.7

7.1

0 10 20 30 40 50
(%)
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７．たすけあいについて（問６） 

（１）心配事や愚痴を聞いてくれる人 

（１）あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人はいますか。（〇はいくつでも） 

（２）反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人はいますか。（〇はいくつでも） 

 

心配事や愚痴を聞いてくれる人は、「友人」が46.7％と最も高く、次いで「別居の子ども」が

37.2％、「配偶者」31.6％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」26.3％となっています。 

心配事や愚痴を聞いてあげる人は、「友人」が47.5％と最も高く、次いで「別居の子ども」が

33.1％、「配偶者」31.2％、「兄弟姉妹・親戚・親・孫」27.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   (%)

友人

別居の子ども

配偶者

兄弟姉妹・親戚・親・孫

同居の子ども

近隣

そのような人はいない

その他

無回答

46.7

37.2

31.6

26.3

18.3

9.5

7.4

3.4

2.2

47.5

33.1

31.2

27.1

15.5

9.8

8.8

2.3

3.1

0 10 20 30 40 50

あなたの心配事や愚痴を聞いてくれる人 n=(3,049)  

あなたが心配事や愚痴を聞いてあげる人 n=(3,049)  
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（２）病気で寝込んだ時に、看病や世話をしてくれる人 

（３）あなたが病気で寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人はいますか（〇はいくつでも） 

（４）反対に、看病や世話をしてあげる人はいますか。（〇はいくつでも） 

 

病気で寝込んだ時に、看病や世話をしてくれる人は、「別居の子ども」が38.3％と最も高く、次

いで「配偶者」が34.5％、「同居の子ども」23.5％となっています。 

病気で寝込んだ時に、看病や世話をしてあげる人は、「配偶者」が31.0％と最も高く、次いで

「別居の子ども」22.2％、「同居の子ども」17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

別居の子ども

配偶者

同居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

友人

近隣

そのような人はいない

その他

無回答

38.3

34.5

23.5

12.7

8.0

2.7

11.7

3.1

2.4

22.2

31.0

17.8

17.3

8.0

3.3

26.6

2.9

4.8

0 10 20 30 40

看病や世話をしてくれる人 n=(3,049)  

看病や世話をしてあげる人 n=(3,049)  

(%)
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（３）何かあったときに相談する相手 

（５）家族や友人･知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください。（〇はいく

つでも） 

 

何かあったときに相談する相手は、「そのような人はいない」が46.1％で最も高くなっています。

一方、具体的な相手では、「医師・歯科医師・看護師」が23.8％と最も高く、次いで「地域包括支

援センター・役所」が17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）友人・知人と会う頻度 

（６）友人・知人と会う頻度はどれくらいですか。（〇は１つ） 

 

友人・知人と会う頻度は、「月１～３回」が23.3％と最も高く、次いで「年に数回」が21.6％、

「週に２～３回」13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(3,049)  

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・役所

自治会・町内会・老人クラブ

ケアマネジャー

社会福祉協議会・民生委員

そのような人はいない

その他

無回答

23.8

17.9

5.8

4.8

4.4

46.1

5.2

8.6

0 10 20 30 40 50 (%)

(3,049)  9.2 13.1 9.8 23.3 21.6 18.0 5.1

(%)ｎ

週

４

回

以

上

週

２
～

３

回

週

１

回

月

１
～

３

回

年

に

数

回

ほ

と

ん

ど

な

い

無

回

答
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（５）よく会う・知人の関係 

（７）よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか。（〇はいくつでも） 

 

よく会う・知人の関係は、「仕事での同僚・元同僚」が33.6％と最も高く、次いで「近所・同じ

地域の人」29.6％、「趣味や関心が同じ友人」28.6％、「学生時代の友人」20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）近隣の人への信頼 

（８）近隣の人は信頼できると思いますか（〇は１つ） 

 

近隣の人への信頼は、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせた≪思う≫が

69.3％となっています。一方、「どちらかといえばそう思わない」と「そう思わない」を合わせた

≪思わない≫は24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(3,049)  

仕事での同僚・元同僚

近所・同じ地域の人

趣味や関心が同じ友人

学生時代の友人

ボランティア等の活動での友人

幼なじみ

そのような人はいない

その他

無回答

33.6

29.6

28.6

20.5

5.6

5.3

13.6

4.6

6.6

0 10 20 30 40 (%)

(3,049)  23.2 46.1 15.1 9.1 6.5

(%)ｎ

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

思う　69.3％ 思わない　24.2％



第２章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

51 

８．健康について（問７） 

（１）健康状態 

（１）現在のあなたの健康状態はいかがですか。（〇は１つ） 

 

健康状態は、「とてもよい」と「まあよい」を合わせた≪よい≫が75.9％となっています。 

性別でみると、あまり大きな差はみられません。 

年齢別でみると、年齢が上がるにつれ、「よい」が低下する傾向があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (458)

７０～７４歳 (616)

７５～７９歳 (729)

８０～８４歳 (577)

８５～８９歳 (354)

９０歳以上 (169)

(%)ｎ

9.0

8.5

10.3

10.6

9.6

6.9

5.9

5.3

67.3

67.7

72.1

70.1

68.0

67.1

60.7

59.2

17.9

17.8

13.3

14.8

18.0

18.4

22.9

27.8

2.4

2.2

1.3

1.6

1.4

2.6

4.8

4.7

3.4

3.7

3.1

2.9

3.0

5.0

5.6

3.0

8.8 67.1 18.1

2.3

3.8

性
別

年
齢
別

と

て

も

よ

い

ま

あ

よ

い

あ

ま

り

よ

く

な

い

よ

く

な

い

無

回

答

よい　75.9％ よくない　20.4％
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（２）幸福度 

（２）あなたは、現在どの程度、幸せと感じますか。（「とても不幸」を０点、「とても幸せ」を

１０点として、点数に〇を１つ） 

 

幸福度は、「８点」が24.9％と最も高く、次いで「５点」18.0％、「７点」15.8％、「10点」

10.3％となっています。 

５点～10点を合わせると88.1％、８点～10点では44.4％となっています。また、無回答を除い

た回答の平均は7.02点でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）気持ちの状態について 

（３）この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありました

か。（〇は１つ） 

（４）この1か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感じ

がよくありましたか（〇は１つ） 

 

この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったかについては、「はい」が36.6％、

「いいえ」が59.1％となっています。 

この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない感じがよ

くありましたかについては、「はい」が21.8％、「いいえ」が73.5％となっています。 

 

 

 

  

調
査
数

(

n

)

０
点

（
と
て
も
不
幸

）

１
点

２
点

３
点

４
点

５
点

６
点

７
点

８
点

９
点

１
０
点

（
と
て
も
幸
せ

）

無
回
答

平
均
点

3,049 0.3 0.3 1.0 2.1 3.1 18.0 9.9 15.8 24.9 9.2 10.3 5.1 7.02

５点～10点　88.1％

８点～10点　44.4％

気分が沈んだり、ゆううつな
気持ちになったりする

(3,049)

物事に対して興味がわかない、
あるいは心から楽しめない

(3,049)

ｎ (%)

21.8 73.5 4.7

36.6 59.1 4.3

は

い

い

い

え

無

回

答
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（４）うつ リスク判定 

■うつリスクの判定・評価 

問番号 設問 該当する選択肢 

問８-Ｑ３ 
この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったり

することがありましたか。 
「１．はい」 

問８-Ｑ４ 
この1か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、ある

いは心から楽しめない感じがよくありましたか 
「１．はい」 

判定 １問以上、該当する選択肢が回答された場合は「該当」 

 

うつリスク判定は、「該当」が38.8％となっています。 

性別でみると、「該当」は女性（41.7％）が男性（34.4％）より7.3ポイント高くなっています。 

性年齢別でみると、男性は年齢が上がるとともに「該当」が高くなる傾向にあり、85～89歳で

48.3％となっています。 

 

 

  

  全  体 (3,049)

男性 (1,220)

女性 (1,677)

６５～６９歳 (219)

７０～７４歳 (248)

７５～７９歳 (330)

８０～８４歳 (253)

８５～８９歳 (120)

９０歳以上 (46)

６５～６９歳 (238)

７０～７４歳 (366)

７５～７９歳 (398)

８０～８４歳 (322)

８５～８９歳 (230)

９０歳以上 (121)

(%)ｎ

34.4

41.7

30.1

31.0

33.6

35.6

48.3

37.0

47.5

42.9

36.7

39.1

41.7

49.6

61.0

52.8

68.5

66.5

61.8

56.9

45.0

52.2

49.2

53.6

58.3

53.4

49.6

43.8

4.6

5.5

1.4

2.4

4.5

7.5

6.7

10.9

3.4

3.6

5.0

7.5

8.7

6.6

38.8 56.0 5.3

性
別

男
性

女
性

該

当

非

該

当

無

回

答



 

54 

（５）心身の状態について 

（５）ここ２週間で、以前は楽にできたことが、今はおっくうに感じられることがありますか

（〇は１つ） 

 

ここ２週間で、以前は楽にできたことが、今はおっくうに感じられることがありますかについ

ては、「はい」が31.1％、「いいえ」が65.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）疲労感について 

（６）ここ２週間で、わけもなく疲れたような感じがすることがありますか（〇は１つ） 

 

ここ２週間で、わけもなく疲れたような感じがすることがありますかについては、「はい」が

25.8％、「いいえ」が70.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）喫煙の有無 

（７）タバコは吸っていますか。（〇は１つ） 

 

喫煙の有無は、「もともと吸っていない」が58.8％と最も高く、次いで「吸っていたがやめた」

29.4％、「ほぼ毎日吸っている」7.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  
(3,049)  7.1

1.5

29.4 58.8 3.3

(%)ｎ

ほ

ぼ

毎

日

吸
っ

て

い

る

時

々

吸
っ

て

い

る

吸
っ

て

い

た

が

や

め

た

も

と

も

と

吸
っ

て

い

な

い

無

回

答

(3,049)  25.8 70.1 4.1

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答

(3,049)  31.1 65.1 3.8

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答
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（８）治療中、または後遺症のある病気 

（８）現在治療中、または後遺症のある病気はありますか。（〇はいくつでも） 

 

治療中、または後遺症のある病気は、「高血圧」が41.3％と最も高く、次いで「高脂血症（脂質

異常）」17.7％、「目の病気」16.7％、「糖尿病」13.7％となっています。 

性別でみると、男性は「高血圧」「糖尿病」「腎臓、前立腺の病気」の割合が高く、女性は「高

血圧」に続き、「高脂血症（脂質異常）」や「筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）」が高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    (%)

高血圧

高脂血症（脂質異常）

目の病気

糖尿病

筋骨格の病気（骨粗しょう症、関節症等）

心臓病

腎臓・前立腺の病気

呼吸器の病気（肺炎や気管支炎等）

耳の病気

胃腸・肝臓・胆のうの病気

がん（悪性新生物）

外傷（転倒・骨折等）

脳卒中（脳出血･脳梗塞等）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

その他

ない

無回答

41.3

17.7

16.7

13.7

13.0

11.0

8.2

5.8

5.4

5.1

4.5

3.7

2.3

1.5

0.9

0.5

0.4

11.2

14.9

5.7

43.6

16.1

15.0

18.2

4.5

14.4

17.1

6.5

5.0

5.2

5.9

2.1

3.1

0.7

0.2

0.4

0.6

10.4

12.8

5.7

39.5

19.4

17.9

10.2

19.4

8.7

1.7

5.4

6.0

5.2

3.6

4.7

1.7

2.2

1.4

0.3

0.2

11.8

16.3

5.6

0 10 20 30 40 50

全体 n=(3,049)  

男性 n=(1,220)  

女性 n=(1,677)  
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（９）補聴器使用の有無 

（９）あなたは、現在、補聴器を使用していますか。（〇は１つ） 

 

補聴器使用の有無は、「いいえ」が88.7％と最も高くなっています。一方、「はい」は6.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）補聴器購入の予定、または購入しない理由 

（10）日常生活で聞こえにくいと感じるが、補聴器を使用していない場合、購入予定はありま

すか、または購入しない理由は何ですか。（〇は１つ） 

 

補聴器購入の予定、または購入しない理由は、「まだ必要を感じないから購入しない」が57.8％

と最も多く、次いで「購入するが時期は未定」4.5％、「価格が高いから購入しない」2.8％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2,760)  

0.4 0.5

4.5 57.8

2.8 0.71.9 3.3

28.3

(%)ｎ

半

年

以

内

に

購

入

す

る

半

年

か

ら

１

年

以

内

に

購

入

す

る

購

入

す

る

が

時

期

は

未

定

ま

だ

必

要

を

感

じ

な

い

か

ら

購

入

し

な

い

価

格

が

高

い

か

ら

購

入

し

な

い

ど

こ

で

相

談

(

購

入

)

し

た

ら

い

い

の

か

わ

か

ら

な

い

の

で

購

入

し

な

い

装

着

が

わ

ず

ら

わ

し

い

か

ら そ

の

他

無

回

答

0.4％ 0.5％ 2.8％ 0.7％ 1.9％ 3.3％

(3,049)  6.4 88.7

1.8

3.1

(%)ｎ

は

い

い

い

え

持
っ

て

い

る

が

使
っ

て

い

な

い

無

回

答
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（１１）フレイルの認知度 

（11）「フレイル」という言葉を知っていますか。（〇は１つ） 

 

フレイルの認知度は、「言葉も内容も知っている」が47.3％と最も高くなっています。一方、

「知らなかった」は28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）孤独を感じる頻度 

（12）あなたはどの程度、孤独を感じることがありますか（〇は１つ） 

 

孤独を感じる頻度は、「ほとんどない」が37.9％と最も高く、次いで「たまにある」27.8％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  19.1 37.9 27.8 8.7

3.5

2.9

(%)ｎ

な

い

ほ

と

ん

ど

な

い

た

ま

に

あ

る

時

々

あ

る

し

ば

し

ば

あ

る

・

常

に

あ

る

無

回

答

(3,049)  47.3 21.6 28.0 3.1

(%)ｎ

言

葉

も

内

容

も

知
っ

て

い

る

言

葉

は

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が

内

容

は

知

ら

な

い

知

ら

な

か
っ

た

無

回

答



 

58 

（１３）人生の最終段階の医療やケアについて話し合った経験 

（13）あなた自身がこれからの生き方や人生の最終段階で受けたい医療、受けたくない医療ま

たはケアについて、ご家族や医療・介護の関係者と、話し合ったことはありますか（〇は

１つ） 

 

人生の最終段階の医療やケアについて話し合った経験は、「ない」が53.0％と最も高く、次いで

「何回かある」24.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１４）アドバンス・ケア・プランニング＜ＡＣＰ＞の認知度 

（14）自分自身のこれからの生き方や最後のことを信頼する人と話し合うことを、人生会議

（アドバンス・ケア・プランニング＜ＡＣＰ(エーシーピー)＞）と呼ぶことを知っていま

したか（〇は１つ） 

 

アドバンス・ケア・プランニング＜ＡＣＰ＞の認知度は、「知らなかった」が77.2％と最も高く、

次いで「言葉は知っているが、内容は知らない」12.7％となっています。 

 

 

 

  

(3,049)  6.9 12.7 77.2 3.1

(%)ｎ

言

葉

も

内

容

も

知
っ

て

い

る

言

葉

は

知
っ

て

い

る

が
、

内

容

は

知

ら

な

い

知

ら

な

か
っ

た

無

回

答

(3,049)  6.1 24.5 53.0 13.5 2.9

(%)ｎ

１

回

あ

る

何

回

か

あ

る

な

い

な

い

け

れ

ど

し

て

み

た

い

無

回

答
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（１５）終末期および死後の手続き等で知りたいこと 

（15）終末期および死後の手続き等で知りたいことはありますか（〇はいくつでも） 

 

終末期および死後の手続き等で知りたいことは、「特にない」が50.1％と最も高くなっています。

知りたいことの具体的な内容としては、「相続に関すること」19.4％、「遺品整理」18.6％、「銀行

口座等の解約」17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(3,049)  

相続に関すること

遺品整理

銀行口座等の解約

死後の役所への届け出

葬儀に関すること

所有する不動産に関すること

お墓に関すること

特にない

その他

無回答

19.4

18.6

17.6

17.3

14.6

14.3

11.2

50.1

2.2

5.5

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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９．認知症にかかる相談窓口の把握について（問８） 

（１）認知症の症状の有無 

（１）認知症の症状があるまたは家族に認知症の症状がある人がいますか。（〇は１つ） 

 

認知症の症状があるまたは家族に認知症の症状がある人の有無については、「いいえ」が87.3％、

「はい」が8.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）認知症に関する相談窓口の認知度 

（２）認知症に関する相談窓口を知っていますか。（〇は１つ） 

 

認知症に関する相談窓口の認知度については、「いいえ」が68.0％、「はい」が26.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(3,049)  26.6 68.0 5.4

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答

(3,049)  8.6 87.3 4.1

(%)ｎ

は

い

い

い

え

無

回

答
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（３）認知症のある人への印象 

（３）あなたは認知症のある人に対して、どのような印象を持っていますか（〇はいくつでも） 

 

認知症のある人への印象は、「身近なことと感じる」が59.8％と最も高く、次いで「高齢だから

仕方ないと思う」45.9％、「手助けしたいと思う」25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）認知症を発症することへの印象 

（４）あなた自身が認知症を発症することについて、どのような印象を持っていますか（〇は

いくつでも） 

 

認知症を発症することへの印象は、「予防したい」が57.8％と最も高く、次いで「今まで通りの

生活を続けていきたい」52.7％、「仕方ない」38.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(3,049)  

予防したい

今まで通りの生活を続けていきたい

仕方ない

怖いと感じる

周りの人に助けてもらいたい

人生終わりだと思う

特に何も感じない

他人に知られたくない

その他

無回答

57.8

52.7

38.3

29.2

16.2

9.2

3.5

3.0

2.8

4.4

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(3,049)  

身近なことと感じる

高齢だから仕方ないと思う

手助けしたいと思う

かわいそうだと感じる

特に何も変わらない

怖いと感じる

距離をとりたいと思う

迷惑だと思う

その他

無回答

59.8

45.9

25.0

19.0

15.8

8.1

1.4

0.5

2.8

4.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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10．多摩市の事業等について（問９） 

（１）高齢者向け福祉事業についての認知度 

（１）次の高齢者向け福祉事業について、利用（参加）したことがある、またはご存知です

か。１～３０の事業名などについて、それぞれにご回答ください(〇は１つずつ） 

 

高齢者向け福祉事業についての認知度は、「利用・参加したことがある」は「地域包括支援セン

ター」が13.7％、次いで「あなたが住んでいる地域（担当）の「地域包括支援センター」」11.3％、

「地域包括支援戦tナーで実施している「出張相談」」6.0％と続きます。一方、「知らない」は「活

躍に関する冊子「ｂｅｙｏｎｄ（ビヨンド）60」」が87.6％、次いで「地域活動・支えあいリスト」

86.4％、「「生き方・老い方」ハンドブック」84.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  老人福祉センター事業
（寿大学など）

介護予防リーダー養成講座

介護予防ボランティアポイント事業

認知症サポーター・見守りサポーター
養成講座

生活サポーター養成講座

通所型短期集中予防サービス
（元気塾）

地域介護予防教室（元気アップ体操）

うんどう教室

近所de元気アップトレーニング
（近トレ）

ＴＡＭＡフレイル予防プロジェクト
（ＴＦＰＰ）

日常生活用具の給付事業

住宅改修費の助成事業

緊急通報システム事業

認知症高齢者の位置情報サービス

地域包括支援センター

あなたが住んでいる地域（担当）の
「地域包括支援センター」

地域包括支援センターで実施している
「出張相談」

おむつの支給とおむつ代の助成事業

n=(3,049)

(%)

11.3

6.0

4.2

4.1

4.1

0.8

0.4

5.2

2.6

3.5

1.4

0.6

2.0

0.7

1.5

5.0

0.6

38.9

23.1

32.1

26.1

33.2

16.5

13.3

21.1

18.0

15.8

13.2

9.6

12.8

9.2

8.5

25.0

10.8

42.5

60.9

56.0

61.9

54.7

73.8

77.4

66.1

71.1

72.4

76.8

81.4

76.8

80.8

80.5

60.8

79.0

7.4

9.9

7.7

7.9

8.0

9.0

8.9

7.7

8.3

8.2

8.6

8.5

8.3

9.3

9.5

9.2

9.6

13.7 49.9 29.8 6.6

利

用

・

参

加

し

た

こ

と

が

あ

る

知
っ

て

い

る

知

ら

な

い

無

回

答
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たまびより（市の公式ホームページ）

救急医療情報キット

見守りキーホルダー

高齢者行方不明情報メール

もの忘れ相談事業

活躍に関する冊子「ｂｅｙｏｎｄ
(ビヨンド)６０」

福祉のしおり（高齢支援編）

介護予防・日常生活支援　総合事業
のパンフレット

「生き方・老い方」ハンドブック

n=(3,049)

認知症ケアパス（認知症の啓発冊子）

通いの場マップ（サロン等の掲載
マップ）

地域活動・ささえ合いリスト

(%)

0.4

0.1

0.1

0.6

0.3

0.3

0.9

0.2

0.2

0.2

0.2

7.7

4.2

2.5

11.5

10.9

5.5

8.7

7.1

7.4

12.0

15.7

82.6

86.4

87.6

78.4

79.5

84.6

81.0

83.4

83.0

78.5

74.6

9.3

9.3

9.9

9.5

9.4

9.6

9.4

9.2

9.4

9.3

9.5

0.4

6.0 84.3 9.3

利

用

・

参

加

し

た

こ

と

が

あ

る

知
っ

て

い

る

知

ら

な

い

無

回

答
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Ａ 調査対象者本人への質問 

（１）調査票回答者 

問１ 現在、この調査票にご回答を頂いているのは、どなたですか。（複数選択可） 

 

回答者は「調査対象者本人」が48.2％、「主な介護者となっている家族・親族」39.8％、「主な

介護者以外の家族・親族」13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）世帯類型 

問２ 世帯類型について、ご回答ください。（１つを選択） 

 

世帯類型は、「単身世帯」が36.6％、「夫婦のみの世帯」30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）性別 

問３ ご本人の性別について、ご回答ください。（１つを選択） 

 

性別は「女性」が62.9％、「男性」が36.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

n=(1,041)  

調査対象者本人

主な介護者となっている家族・親族

主な介護者以外の家族・親族

その他

無回答

48.2

39.8

13.1

1.5

1.5

0 10 20 30 40 50 (%)

(1,041)  36.2 62.9

0.1

0.8

(%)ｎ

男

性

女

性

そ

の

他

無

回

答

(1,041)  36.6 30.2 30.7 2.5

ｎ (%)

単

身

世

帯

夫

婦

の

み

世

帯

そ

の

他

無

回

答
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（４）年齢 

問４ ご本人の年齢について、ご回答ください。（１つを選択） 

 

年齢は「90歳以上」が27.0％と最も高く、次いで「85～89歳」25.1％、「80～84歳」24.0％、

「75～79歳」14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）要介護度について 

問５ ご本人の要介護度について、ご回答ください。（１つを選択） 

 

要介護度は、「要支援２」が20.7％と最も高く、次いで「要介護１」18.4％、「要介護２」

16.0％、「要支援１」13.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1,041)  13.4 20.7 18.4 16.0 13.0 9.3 5.6

1.8

1.7

(%)ｎ

要

支

援

１

要

支

援

２

要

介

護

１

要

介

護

２

要

介

護

３

要

介

護

４

要

介

護

５

わ

か

ら

な

い

無

回

答

要支援

34.1％

要介護１・２

34.4％

要介護３以上

27.9％

(1,041)  

0.1 2.7

6.1 14.3 24.0 25.1 27.0 0.8

(%)ｎ

6

5

歳

未

満

6

5
～

6

9

歳

7

0
～

7

4

歳

7

5
～

7

9

歳

8

0
～

8

4

歳

8

5
～

8

9

歳

9

0

歳

以

上

無

回

答
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（６）施設等への入所・入居検討状況について 

問６ 現時点での、施設等への入所･入居の検討状況について、ご回答ください。（１つを選

択） 

※「施設等」とは、特別養護老人ホーム、老人保健施設、介護療養型医療施設、介護医療院、

特定施設（有料老人ホーム等）、グループホーム、地域密着型特定施設、地域密着型特別

養護老人ホームを指します。 

 

施設への入所・入居検討状況は、「入所・入居は検討していない」が69.8％と最も高く、次いで

「入所・入居を検討している」17.5％、「すでに入所・入所申し込みをしている」8.9％となってい

ます。 

介護度別でみると、「入所・入居を検討している」は「要介護１・２」で22.0％、「すでに入

所・入所申し込みをしている」は「要介護３以上」で23.4％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (1,041)

要支援１・２ (355)

要介護１・２ (359)

要介護３以上 (290)

(%)ｎ

82.0

70.5

55.5

12.7

22.0

18.6

2.0

4.5

23.4

3.4

3.1

2.4

69.8 17.5 8.9 3.7

入

所

・

入

居

は

検

討

し

て

い

な

い

入

所

・

入

居

を

検

討

し

て

い

る

す

で

に

入

所

・

入

居

申

し

込

み

を

し

て

い

る

無

回

答

(1,041)  69.8 17.5 8.9 3.7

(%)ｎ

入

所

・

入

居

は

検

討

し

て

い

な

い

入

所

・

入

居

を

検

討

し

て

い

る

す

で

に

入

所

・

入

居

申

し

込

み

を

し

て

い

る

無

回

答
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（７）現在抱えている傷病について 

問７ ご本人が、現在抱えている傷病について、ご回答ください。（複数選択可） 

 

現在抱えている傷病は、「認知症」が27.9％と最も高く、次いで「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、

脊柱管狭窄症等）」24.9％、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）」20.5％、「心疾患

（心臓病）」15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(1,041)  

認知症

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）

心疾患（心臓病）

パーキンソン病

膠原病（関節リウマチ含む）

難病（パーキンソン病を除く）

腎疾患（透析）

その他

糖尿病

変形性関節疾患

脳血管疾患（脳卒中）

呼吸器疾患

悪性新生物（がん）

ない

わからない

無回答

27.9

24.9

20.5

15.4

14.0

12.4

11.6

8.1

6.7

5.3

4.9

3.9

3.8

23.0

3.1

1.4

1.8

0 10 20 30 (%)
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（８）介護保険サービス利用の有無 

問８ 令和８年１月の１か月の間に、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サー

ビスを利用しましたか。（１つを選択） 

 

介護保険サービス利用の有無は、「利用した」が68.3％、「利用していない」が30.3％となって

います。 

要介護度別でみると、「利用した」は「要介護１・２」と「要介護３以上」でそれぞれ７割以上

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (1,041)

要支援１・２ (355)

要介護１・２ (359)

要介護３以上 (290)

(%)ｎ

58.3

76.9

74.8

41.4

22.6

23.8

0.3

0.6

1.4

68.3 30.3 1.4

利

用

し

た

利

用

し

て

い

な

い

無

回

答

(1,041)  68.3 30.3 1.4

(%)ｎ

利

用

し

た

利

用

し

て

い

な

い

無

回

答

問９へ 
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（９）介護保険サービスの１か月間の利用の有無 

問９ 問８で「１.」と回答した方にお伺いします。 

以下の介護保険サービスについて、令和８年１月の１か月間の利用の有無をご回答くださ

い。（それぞれ１つを選択） 

 

介護保険サービスの１か月間の利用では、「通所介護（デイサービス）」が43.7％と利用した割

合が最も高く、次いで「訪問看護」32.9％、「訪問介護（ホームヘルプサービス）」32.5％となっ

ています。一方、「夜間対応型訪問介護」は利用していない割合が57.7％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(%)

Ｌ．居宅療養管理指導

Ｊ．看護小規模多機能型居宅介護

Ｋ．ショートステイ

Ｄ．訪問リハビリテーション

Ｅ．通所介護（デイサービス）

Ｆ．通所リハビリテーション（デイケ
ア）

Ｇ．夜間対応型訪問介護

n=(711)

Ａ．訪問介護（ホームヘルプサービス）

Ｂ．訪問入浴介護

Ｃ．訪問看護

Ｈ．定期巡回・随時対応型訪問介護看護

Ｉ．小規模多機能型居宅介護

49.8

38.1

42.6

31.2

44.0

57.7

51.6

56.0

56.4

50.6

51.6

13.1

32.9

22.8

43.7

22.8

2.3

9.4

3.2

2.7

9.6

8.3

37.1

29.0

34.6

25.0

33.2

40.1

39.0

40.8

40.9

39.8

40.1

39.0 32.5 28.6

利

用

し

て

い

な

い

利

用

し

た

無

回

答
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（１０）介護保険サービスを利用しない理由 

問10 問８で「２．」と回答した方にお伺いします。 

介護保険サービスを利用していない理由は何ですか。（複数選択可） 

 

介護保険サービスを利用しない理由は、「現状では、サービスを利用するほどの状態ではない」

が36.2％と最も高く、次いで「本人にサービス利用の希望がない」14.3％、「家族が介護をするた

め必要ない」9.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(315)  

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

その他

無回答

サービスを受けたいが手続きや利用方法が分からない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

以前、利用していたサービスに不満があった

36.2

14.3

9.5

6.0

5.7

3.5

2.9

2.5

25.4

13.0

0 10 20 30 40 (%)
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（１１）利用している介護保険外サービスについて 

問11 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、ご回答く

ださい。 

※総合事業に基づく支援・サービスは、「介護保険サービス」に含めます。（複数選択可） 

 

利用している介護保険外サービスについては、「掃除・洗濯」が9.1％と最も高く、次いで「配

食」8.6％、「買い物（宅配は含まない）」6.4％、「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」6.3％、

「ゴミ出し」6.1％、「外出同行（通院、買い物など）」5.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１２）「介護保険サービス以外」の支援・サービスにかかる１月あたりの総額 

問12 問11で「１.」～「10.」のいずれかに回答した方にお伺いします。 

問11で選択した、現在、利用している「介護保険サービス以外」の支援・サービスにかか

る１月あたりのおおよその総額（複数利用している場合はその合計の自己負担額）につい

て、ご回答ください。（１つを選択） 

 

「介護保険サービス以外」の支援・サービスにかかる１月あたりの総額は、「5,001～10,000円」

が18.5％と最も高く、次いで「1,001～5,000円」17.2％、「20,001～50,000円」15.9％、「10,001

～20,000円」15.3％となっています。 

 

 

n=(1,041)  

掃除・洗濯

配食

買い物（宅配は含まない）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

見守り、声かけ

調理

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

9.1

8.6

6.4

6.3

6.1

5.7

3.8

3.2

3.2

3.6

56.5

13.9

0 10 20 30 40 50 60 (%)

(308)  7.8

3.2

17.2 18.5 15.3 15.9

3.2 1.9

11.0 5.8

(%)ｎ

０

円
（

無

料
）

１
～

１

，

０

０

０

円

１

，

０

０

１
～

５

，

０

０

０

円

５

，

０

０

１
～

１

０

，

０

０

０

円

１

０

，

０

０

１
～

２

０

，

０

０

０

円

２

０

，

０

０

１
～

５

０

，

０

０

０

円

５

０

，

０

０

１
～

１

０

０

，

０

０

０

円

１

０

０

，

０

０

１

円

以

上

わ

か

ら

な

い

無

回

答

問12へ 
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（１３）在宅生活の継続に必要な支援・サービスについて 

問13 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さらなる

充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください。（複数選択可） 

※介護保険サービス、介護保険以外の支援・サービスともに含みます。 

 

在宅生活の継続に必要な支援・サービスについては、「外出同行（通院、買い物など）」「が

24.9％と最も高く、次いで移送サービス（介護・福祉タクシー等）」23.5％、「掃除・洗濯」

18.7％となっています。一方、「特になし」は27.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(1,041)  

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）

掃除・洗濯

配食

見守り、声かけ

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

調理

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

24.9

23.5

18.7

18.2

16.7

15.2

12.4

10.7

7.8

4.8

27.9

12.4

0 10 20 30 (%)
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（１４）訪問診療の利用について 

問14 ご本人は、現在、訪問診療を利用していますか。（１つを選択） 

※訪問歯科診療や居宅療養管理指導等は含みません。 

 

訪問診療の利用については、「利用していない」が71.1％、「利用している」が24.1％となって

います。 

介護度別でみると、「利用している」は「要介護３以上」で42.4％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (1,041)

要支援１・２ (355)

要介護１・２ (359)

要介護３以上 (290)

(%)ｎ

11.5

21.4

42.4

82.3

76.3

52.8

6.2

2.2

4.8

24.1 71.1 4.8

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

な

い

無

回

答

(1,041)  24.1 71.1 4.8

(%)ｎ

利

用

し

て

い

る

利

用

し

て

い

な

い

無

回

答
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（１５）ご家族やご親族からの介護の頻度 

問15 ご家族やご親族の方による介護は、週にどのくらいありますか。（同居していない子ど

もや親族等からの介護を含む）（１つを選択） 

 

ご家族やご親族の方からの介護の頻度については、「ほぼ毎日ある」が36.2％と最も高く、次い

で「週に１～２日ある」12.4％、「家族・親族の介護はあるが、週に１日よりも少ない」6.2％と

なっています。一方、「ない」は29.1％となっています。 

介護度別でみると、「ほぼ毎日ある」は「要介護１・２」で41.8％、「要介護３以上」で54.5％

と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護度別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  全  体 (1,041)

要支援１・２ (355)

要介護１・２ (359)

要介護３以上 (290)

(%)ｎ

44.5

20.9

19.7

8.2

7.0

3.4

11.8

15.9

8.6

4.5

7.2

5.2

18.0

41.8

54.5

13.0

7.2

8.6

29.1 6.2 12.4 5.7 36.2 10.4

な

い

家

族

・

親

族

の

介

護

は

あ

る

が
、

週

に

１

日

よ

り

も

少

な

い

週

に

１
～

２

日

あ

る

週

に

３
～

４

日

あ

る

ほ

ぼ

毎

日

あ

る

無

回

答

(1,041)  29.1 6.2 12.4 5.7 36.2 10.4

(%)ｎ

な

い

家

族

・

親

族

の

介

護

は

あ

る

が
、

週

に

１

日

よ

り

も

少

な

い

週

に

１
～

２

日

あ

る

週

に

３
～

４

日

あ

る

ほ

ぼ

毎

日

あ

る

無

回

答
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Ｂ 主な介護者への質問  

（１）介護の仕事への影響について 

問１ ご家族やご親族の中で、ご本人（調査対象者）の介護を主な理由として、過去1年の間

に仕事を辞めた方はいますか。（複数選択可）（現在働いているかどうかや、現在の勤務形

態は問いません。） 

※自営業や農林水産業のお仕事を辞めた方を含みます。 

 

介護を理由とした仕事への影響については、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」

が70.0％と最も高く、次いで「主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）」6.8％、「主な介護者が転

職した」2.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）主な介護者 

問２ 主な介護者の方は、どなたですか。（１つを選択） 

 

主な介護者については、「子」が55.9％と最も高く、次いで「配偶者」30.3％、「子の配偶者」

3.8％、「兄弟・姉妹」1.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(630)  

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除
く）

主な介護者以外の家族・親族が転職した

わからない

無回答

70.0

6.8

2.1

1.0

0.8

3.3

16.3

0 20 40 60 80 (%)

(630)  30.3 55.9

3.8 0.3 1.7 2.9

5.1

(%)ｎ

配

偶

者

子 子

の

配

偶

者

孫 兄

弟

・

姉

妹

そ

の

他

無

回

答

3.8％ 0.3％ 1.7％ 2.9％
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（３）介護者の性別 

問３ 主な介護者の方の性別について、ご回答ください。（１つを選択） 

 

介護者の性別については「女性」が61.9％、「男性」が35.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）介護者の年齢 

問４ 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください。（１つを選択） 

 

介護者の年齢については、「50代」が27.9％と最も高く、次いで「60代」26.7％、「70代」

19.7％、「80歳以上」16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(630)  

- 0.2 0.6

5.2 27.9 26.7 19.7 16.5

0.2

3.0

(%)ｎ

2

0

歳

未

満

2

0

代

3

0

代

4

0

代

5

0

代

6

0

代

7

0

代

8

0

歳

以

上

わ

か

ら

な

い

無

回

答

0.2％ 0.6％ 0.2％- ％

(630)  35.1 61.9

0.5

2.5

(%)ｎ

男

性

女

性

そ

の

他

無

回

答
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（５）介護者の方が行っている介護について 

問５ 現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください。（複数選択可） 

 

主な介護者の方が行っている介護については、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」が

78.4％と最も高く、次いで「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」73.8％、「外出の付き添い、送

迎等」及び「食事の準備（調理等）」66.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(630)  

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

外出の付き添い、送迎等

食事の準備（調理等）

服薬

衣服の着脱

認知症状への対応

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

屋内の移乗・移動

食事の介助（食べる時）

日中の排泄

夜間の排泄

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

その他

わからない

無回答

78.4

73.8

66.8

66.8

45.9

32.4

28.7

25.1

24.8

22.5

18.6

16.8

14.4

9.2

7.8

0.5

2.7

0 20 40 60 80 (%)
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（６）介護者が不安に感じる介護について 

問６ 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等につい

て、ご回答ください。（現状で行っているか否かは問いません。）（３つまで選択可） 

 

主な介護者が不安に感じる介護については、「外出の付き添い、送迎等」が30.5％と最も高く、

次いで「夜間の排泄」及び「入浴・洗身」が26.3％、「認知症状への対応」26.2％、「食事の準備

（調理等）」18.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(630)  

外出の付き添い、送迎等

夜間の排泄

入浴・洗身

認知症状への対応

食事の準備（調理等）

日中の排泄

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

屋内の移乗・移動

服薬

食事の介助（食べる時）

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

30.5

26.3

26.3

26.2

18.9

17.3

14.8

13.3

11.1

7.8

6.8

5.7

3.8

3.3

5.1

7.0

1.0

4.9

0 10 20 30 40 (%)
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（７）介護者の勤務形態 

問７ 主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください。（１つを選択） 

※「パートタイム」とは､「1週間の所定労働時間が、同一の事業所に雇用される通常の労働者

に比べて短い方」が該当します。いわゆる「アルバイト」､「嘱託」､「契約社員」等の方

を含みます。自営業･フリーランス等の場合も、就労時間･日数等から「フルタイム」･

「パートタイム」のいずれかを選択してください。 

 

主な介護者の勤務形態については、「働いていない」が46.3％と最も高く、次いで「フルタイム

で働いている」26.8％、「パートタイムで働いている」19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）介護による仕事への影響 

問８ 問７で「１.」「２.」と回答した方にお伺いします。 

主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方についての調整等をしています

か。（複数選択可） 

 

介護による仕事への影響については、「介護のために、「労働時間を調整」しながら、働いてい

る」が31.7％と最も高く、次いで「介護のために、「休暇」を取りながら働いている」27.2％と

なっています。一方、「特に行っていない」は32.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(290)  

介護のために、「労働時間を調整」しながら、働いてい
る

無回答

介護のために、「休暇」を取りながら、働いている

介護のために、「在宅勤務」を利用しながら、働いてい
る

介護のために、２～４以外の調整をしながら、働いてい
る

特に行っていない

主な介護者に確認しないと、わからない

31.7

27.2

13.1

12.8

32.4

1.7

2.4

0 10 20 30 40 (%)

(630)  26.8 19.2 46.3

1.6

6.0

(%)ｎ

フ

ル

タ

イ

ム

で

働

い

て

い

る

パ
ー

ト

タ

イ

ム

で

働

い

て

い

る

働

い

て

い

な

い

主

な

介

護

者

に

確

認

し

な

い

と
、

わ

か

ら

な

い

無

回

答

問８～問10へ 



第３章 在宅介護実態調査 

83 

（９）仕事と介護の両立のために勤務先に求める支援 

問９ 問７で「１.」「２.」と回答した方にお伺いします。 

主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事と介護の両立に効果がある

と思いますか。（３つまで選択可） 

 

仕事と介護の両立に必要な勤め先の支援については、「介護休業・介護休暇等の制度の充実」が

29.0％と最も高く、次いで「労働時間の柔軟な選択（ﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制など）」28.3％、「介護をしてい

る従業員への経済的な支援」27.2％、「制度を利用しやすい職場づくり」25.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）仕事と介護との両立について 

問10 問７で「１.」「２.」と回答した方にお伺いします。 

主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうですか。（１つを選択） 

 

今後も働きながら介護を続けていけるかについては、「問題はあるが、何とか続けていける」が

54.8％と最も高く、次いで「問題なく、続けていける」16.6％、「続けていくのは、やや難しい」

12.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

n=(290)  

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

その他

特にない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

介護をしている従業員への経済的な支援

制度を利用しやすい職場づくり

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

29.0

28.3

27.2

25.5

14.8

12.4

9.0

6.9

2.1

11.4

4.8

9.0

0 10 20 30 (%)

(290)  16.6 54.8 12.4 5.2

3.8

7.2

(%)ｎ

問

題

な

く
、

続

け

て

い

け

る

問

題

は

あ

る

が
、

何

と

か

続

け

て

い

け

る

続

け

て

い

く

の

は
、

や

や

難

し

い

続

け

て

い

く

の

は
、

か

な

り

難

し

い

主

な

介

護

者

に

確

認

し

な

い

と
、

わ

か

ら

な

い

無

回

答
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（１１）介護を行っていく中での悩みや困りごと 

問11 主な介護者の方が介護を行っていく中で、自身の生活等で悩んでいること・困っている

ことがあれば、教えてください。（複数選択可） 

 

介護を行っていく中での悩みや困りごとについては、「自身が病気・ケガになった時に不安」が

76.2％と最も高く、次いで「自由にできる時間がない」32.1％、「収入、家計等」26.7％、「自分

の仕事のこと」17.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族との人間関係

生きがいに関すること

孤独感がある

家族以外との人間関係

育児や他の方（本調査対象の方以外）の介護との両立

n=(630)  

自身が病気・ケガになった時に不安

自由にできる時間がない

収入、家計等

自分の仕事のこと

家族の仕事

その他

悩んでいること・困っていることはない

無回答

76.2

32.1

26.7

17.6

12.9

11.3

10.2

4.9

4.3

1.1

4.6

4.0

6.7

0 20 40 60 80 (%)
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（１２）介護についての相談先 

問12 主な介護者の方が介護の疑問・不安・悩みを相談できる人はいますか。（複数選択可） 

 

介護についての相談先については、「ケアマネジャー」が53.5％と最も高く、次いで「親族」

51.0％、「友人、知人」24.1％、「かかりつけ医」20.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１３）多摩市の制度及び介護保険の制度の認知度 

問13 主な介護者の方は、多摩市の制度及び介護保険の制度について知っているものはありま

すか。（複数選択可） 

 

多摩市の制度及び介護保険の制度の認知度については、「福祉用具の給付（貸与・購入）」が

62.2％と最も高く、次いで「住宅改修費の助成」47.3％、「おむつ支給とおむつ代の助成」46.5％、

「緊急通報システム」8.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(630)  

ケアマネジャー

親族

友人、知人

かかりつけ医

地域包括支援センターの職員

その他

いない

無回答

53.5

51.0

24.1

20.2

15.6

5.7

9.7

4.3

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(630)  

福祉用具の給付（貸与・購入）

住宅改修費の助成

おむつ支給とおむつ代の助成

緊急通報システム

高齢者行方不明情報メール

認知症高齢者の位置情報サービス

上記１～６で知っているものはない

無回答

62.2

47.3

46.5

8.1

7.8

7.5

12.7

10.0

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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１．事業所について 

（１）活動状況 

問２ 活動状況についてお伺いします。 

①主な事業所の種類（介護予防・総合事業を含む）（１つに〇） 

②併設する事業所の種類（介護予防・総合事業を含む）（あてはまるものにすべて〇、特にな

い場合は、２７に〇） 

 

①主な事業所の種類（介護予防・総合事業を含む） 

事業所の種類は、「訪問看護」16.4％が最も高く、「居宅介護支援」15.7％が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（件） （％）

調査数 134 件 100.0 ％ 

1 居宅介護支援 21 件 15.7 ％ 

2 訪問介護 22 件 16.4 ％ 

3 通所介護 14 件 10.4 ％ 

4 訪問入浴介護 - -

5 訪問看護 18 件 13.4 ％ 

6 訪問リハビリ - -

7 通所リハビリ 3 件 2.2 ％ 

8 住宅改修・福祉用具 6 件 4.5 ％ 

9 短期入所生活介護 3 件 2.2 ％ 

10 短期入所療養介護 1 件 0.7 ％ 

11 介護老人福祉施設 4 件 3.0 ％ 

12 介護老人保健施設 2 件 1.5 ％ 

13 介護医療院 - -

14 特定施設入居者生活介護 4 件 3.0 ％ 

15 小規模多機能型居宅介護 3 件 2.2 ％ 

16 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 1 件 0.7 ％ 

17 夜間対応型訪問介護 - -

18 認知症対応型通所介護 3 件 2.2 ％ 

19 認知症対応型共同生活介護 7 件 5.2 ％ 

20 看護小規模多機能型居宅介護 4 件 3.0 ％ 

21 地域密着型特定施設入居者生活介護 - -

22 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 - -

23 地域密着型通所介護 11 件 8.2 ％ 

24 介護予防支援 7 件 5.2 ％ 
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②併設する事業所の種類（介護予防を含む）（複数回答可） 

併設する事業所の種類は、「居宅介護支援」が16.4％で最も高く、「訪問介護」14.9％、「通所介

護」及び「短期入所生活介護」10.4％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（件） （％）

調査数 134 件 100.0 ％ 

1 居宅介護支援 22 件 16.4 ％ 

2 訪問介護 20 件 14.9 ％ 

3 通所介護 14 件 10.4 ％ 

4 訪問入浴介護 - -

5 訪問看護 13 件 9.7 ％ 

6 訪問リハビリ 6 件 4.5 ％ 

7 通所リハビリ 4 件 3.0 ％ 

8 住宅改修・福祉用具 4 件 3.0 ％ 

9 短期入所生活介護 14 件 10.4 ％ 

10 短期入所療養介護 3 件 2.2 ％ 

11 介護老人福祉施設 7 件 5.2 ％ 

12 介護老人保健施設 3 件 2.2 ％ 

13 介護医療院 - -

14 特定施設入居者生活介護 2 件 1.5 ％ 

15 小規模多機能型居宅介護 4 件 3.0 ％ 

16 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 - -

17 夜間対応型訪問介護 - -

18 認知症対応型通所介護 6 件 4.5 ％ 

19 認知症対応型共同生活介護 6 件 4.5 ％ 

20 看護小規模多機能型居宅介護 9 件 6.7 ％ 

21 地域密着型特定施設入居者生活介護 - -

22 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 - -

23 地域密着型通所介護 7 件 5.2 ％ 

24 介護予防支援 10 件 7.5 ％ 

25 居宅療養管理指導 4 件 3.0 ％ 

26 その他 3 件 2.2 ％ 

27 特になし 45 件 33.6 ％ 

無回答 9 件 6.7 ％ 
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（２）職員数と充足状況 

問３ 貴事業所の職員数と充足感について、お伺いします。（令和８年１月１日現在） 

 

①職種ごとの職員数※非常勤は常勤換算 ※複数資格保持は主なものを１つ 

１事業所あたりの職種ごとの職員数は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

  

事業所計 平均 事業所計 平均

介護支援専門員 96 人 1.5 人 13.8 人 0.5 人 

主任介護支援専門員 36 人 0.7 人 1.0 人 0.1 人 

42 人 0.8 人 19.6 人 0.6 人 

介護職員初任者研修修了者 57 人 1.1 人 206.0 人 3.3 人 

介護福祉士実務者研修修了者 52 人 1.1 人 37.3 人 0.9 人 

介護福祉士 488 人 5.3 人 275.4 人 4.0 人 

無資格の介護職員 26 人 0.7 人 33.9 人 1.1 人 

4 人 0.1 人 40.5 人 1.5 人 

5 人 0.2 人 0.0 人 0.0 人 

39 人 0.8 人 2.0 人 0.1 人 

7 人 0.2 人 3.3 人 0.1 人 

157 人 2.5 人 121.0 人 2.0 人 

12 人 0.3 人 5.3 人 0.2 人 

0 人 0.0 人 4.6 人 0.2 人 

53 人 1.2 人 25.2 人 0.7 人 

20 人 0.5 人 15.4 人 0.4 人 

7 人 0.2 人 0.3 人 0.0 人 

0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 

13 人 0.4 人 3.6 人 0.2 人 

46 人 1.2 人 51.2 人 1.8 人 

薬剤師

管理栄養士・栄養士

※外国人職員、派遣職員、その他（スキマバイトや短期バイトなど）は除く

精神保健福祉士

保健師・看護師・准看護師

医師

社会福祉士

その他

あん摩マッサージ指圧師・鍼灸師・柔
道整復師

歯科衛生士

言語聴覚士

作業療法士

理学療法士

事務管理者

介護助手

常勤 非常勤

介
護
支
援

専
門
員

介
護
職
員
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②職種ごとの充足感 

職種ごとの充足感は、「充足している」は「事務管理者」が23.1％と最も高く、次いで「保健

師・看護師・准看護師」20.9％となっています。一方「不足している」は「介護福祉士」が

17.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他

作業療法士

言語聴覚士

歯科衛生士

あん摩マッサージ指圧師・
鍼灸師・柔道整復師

保健師・看護師・准看護師

管理栄養士・栄養士

薬剤師

理学療法士

社会福祉士

医師

介護職員初任者研修修了者

介護福祉士実務者研修修了者

介護福祉士

無資格の介護職員

n=(134)

介護支援専門員

主任介護支援専門員

事務管理者

介護助手

精神保健福祉士

(%)

11.9

23.1

16.4

13.4

17.9

16.4

6.7

1.5

11.2

6.7

20.9

7.5

2.2

15.7

13.4

3.0

-

7.5

12.7

5.2

5.2

12.7

6.0

26.1

3.0

2.2

-

3.0

0.7

20.9

1.5

-

4.5

3.7

0.7

-

3.0

4.5

3.0

0.7

14.9

11.2

17.2

2.2

1.5

-

0.7

-

4.5

-

-

1.5

1.5

0.7

-

-

-

60.4

45.5

38.8

46.3

22.4

53.0

61.9

70.9

58.2

64.9

29.1

62.7

69.4

51.5

53.7

69.4

72.4

61.9

57.5

19.4

25.4

17.2

23.1

16.4

25.4

27.6

27.6

26.9

27.6

24.6

28.4

28.4

26.9

27.6

26.1

27.6

27.6

25.4

18.7 7.5 8.2 44.8 20.9

充

足

し

て

い

る

や

や

不

足

し

て

い

る

不

足

し

て

い

る

配

置

な

し

無

回

答
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（３）介護支援専門員の年齢構成 

問４ 介護支援専門員が在籍する事業所のみお答えください。問３の①職員数で回答した職員

数のうち、介護支援専門員の年齢構成について伺います。（令和８年１月１日現在） 

 

１事業所あたりの介護支援専門員の年齢構成は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）介護職員の年齢構成 

問５ 介護職員が在籍する事業所のみお答えください。問３の①職員数で回答した職員数のう

ち、介護職員の年齢構成について伺います。（令和８年１月１日現在） 

 

１事業所あたりの介護職員の年齢構成は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所計 平均

1 19歳以下 1.0 人 0.0 人 

2 20～29歳 103.8 人 2.4 人 

3 30～39歳 150.0 人 2.7 人 

4 40～49歳 255.2 人 3.5 人 

5 50～59歳 314.9 人 4.0 人 

6 60～69歳 213.5 人 3.3 人 

7 70～74歳 72.1 人 1.5 人 

8 75歳以上 41.5 人 1.3 人 

合計 1152.0 人 18.8 人 

※外国人職員、派遣職員、その他（スキマ
バイトや短期バイトなど）は除く

事業所計 平均 事業所計 平均

1 19歳以下 0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 

2 20～29歳 0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 

3 30～39歳 7 人 0.4 人 0.8 人 0.1 人 

4 40～49歳 47 人 1.5 人 4.0 人 0.4 人 

5 50～59歳 53 人 1.4 人 11.0 人 0.8 人 

6 60～69歳 18 人 0.8 人 3.0 人 0.3 人 

7 70～74歳 4 人 0.3 人 0.0 人 0.0 人 

8 75歳以上 2 人 0.2 人 0.0 人 0.0 人 

合計 131 人 4.6 人 18.8 人 1.6 人 

常勤 非常勤

※外国人職員、派遣職員、その他（スキマバイトや短期バイトなど）は除く
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（５）外国人職員・派遣職員等の状況 

問６ 介護職員が在籍する事業所のみお答えください。 

Ａ 貴事業所の以下の介護職員の人数をご記入ください。（令和８年１月１日現在） 

Ｂ Ａの「外国人職員数」を回答した事業所にお伺いします。外国人介護人材を採用するうえ

での課題についてお答えください。（いくつでも〇） 

 

Ａ 外国人職員、派遣職員、その他（スキマバイト・短期バイトなど）の人数 

介護職員うち、外国人職員、派遣職員、その他（スキマバイト・短期バイトなど）の１事業所

あたりの人数は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 外国人介護人材を採用するうえでの課題 

外国人介護人材を採用するうえでの課題は、「文化の違い、コミュニケーションのとりづらさ」

が19.3％と最も高く、次いで「受け入れ手数料などの費用負担」14.0％、「住居の確保」10.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業所計 平均

1 外国人職員数 26.0 人 0.5 人 

2 派遣職員数 14.0 人 0.3 人 

3
その他（スキマバイト・
短期バイトなど）

87.3 人 1.7 人 

n=(57)  

文化の違い、コミュニケーションのとりづらさ

受け入れ手数料などの費用負担

住居の確保

自費サービスや他収入が少ない

その他

無回答

19.3

14.0

10.5

-

5.3

75.4

0 20 40 60 80 (%)
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２．人材育成・人材確保について 

（１）１年間の採用・離職人数と離職者の勤務年数 

問７ 令和６年度中（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）の１年間に貴事業所において

採用及び離職した人数、離職者の勤務年数の内訳についてお伺いします。常勤職員、非常

勤職員ごとに人数を記載してください。 

 

①職種ごとの採用者数、②職種ごとの離職者数 

１事業所あたり職種ごとの採用者数と離職者数は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業所計 平均 事業所計 平均

常勤 11.0 人 0.4 人 9.0 人 0.3 人 

非常勤 11.0 人 0.4 人 2.0 人 0.1 人 

常勤 5.0 人 0.2 人 0.0 人 0.0 人 

非常勤 2.0 人 0.1 人 2.0 人 0.1 人 

常勤 34.0 人 1.2 人 31.0 人 1.0 人 

非常勤 79.0 人 1.5 人 38.0 人 1.1 人 

常勤 23.0 人 0.7 人 15.0 人 0.6 人 

非常勤 21.0 人 0.6 人 9.0 人 0.4 人 

常勤 5.0 人 0.2 人 0.0 人 0.0 人 

非常勤 4.0 人 0.2 人 1.0 人 0.1 人 

常勤 3.0 人 0.1 人 1.0 人 0.1 人 

非常勤 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 

常勤 31.0 人 0.9 人 9.0 人 0.4 人 

非常勤 32.0 人 0.9 人 10.0 人 0.5 人 

常勤 7.0 人 0.3 人 6.0 人 0.3 人 

非常勤 10.0 人 0.4 人 5.0 人 0.3 人 

②離職者数①採用者数

6

7

8

介護職員

看護職員

生活相談員・支援相
談員

サービス提供責任者

ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・
柔道整復師等

1

2

介護支援専門員

主任介護支援専門員

その他（施設長・医
師・事務職員等）

3

4

5
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③職種ごとの離職者の勤務年数 

１事業所あたりの職種ごとの離職者の勤務年数は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業所計 平均 事業所計 平均 事業所計 平均

常勤 0.0 人 0.0 人 4.0 人 0.3 人 4.0 人 0.3 人 

非常勤 0.0 人 0.0 人 3.0 人 0.2 人 1.0 人 0.1 人 

常勤 2.0 人 0.2 人 1.0 人 0.1 人 2.0 人 0.2 人 

非常勤 1.0 人 0.1 人 1.0 人 0.1 人 0.0 人 0.0 人 

常勤 18.0 人 0.8 人 6.0 人 0.3 人 15.0 人 0.9 人 

非常勤 18.0 人 0.7 人 6.0 人 0.4 人 17.0 人 0.9 人 

常勤 7.0 人 0.4 人 7.0 人 0.4 人 8.0 人 0.4 人 

非常勤 4.0 人 0.3 人 3.0 人 0.2 人 1.0 人 0.1 人 

常勤 5.0 人 0.3 人 1.0 人 0.1 人 2.0 人 0.2 人 

非常勤 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 2.0 人 0.2 人 

常勤 3.0 人 0.3 人 2.0 人 0.2 人 1.0 人 0.1 人 

非常勤 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 

常勤 0.0 人 0.0 人 0.0 人 0.0 人 3.0 人 0.3 人 

非常勤 4.0 人 0.3 人 2.0 人 0.2 人 0.0 人 0.0 人 

常勤 6.0 人 0.4 人 4.0 人 0.3 人 3.0 人 0.2 人 

非常勤 2.0 人 0.1 人 0.0 人 0.0 人 5.0 人 0.4 人 

介護支援専門員

介護職員

主任介護支援専門員

その他（施設長・医
師・事務職員等）

ＰＴ・ＯＴ・ＳＴ・
柔道整復師等

サービス提供責任者

生活相談員・支援相
談員

看護職員

③離職者の勤務年数

１年以上３年未満１年未満 ３年以上

8

1

2

3

4

5

6

7
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（２）人材確保の取り組み 

問８ 貴事業所では、人材の確保について、実際にどのような取り組みを行っていますか。

（いくつでも〇） 

 

人材の確保について行っている取り組みについては、「ハローワークとの連携を図っている」が

59.0％と最も高く、次いで「採用時に労働日数・時間の希望をできるだけ聞き入れている」

47.8％、「定期的に求人誌への掲載などを行っている」45.5％、「採用時に仕事のやりがいや、社

会的意義を伝えている」39.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他

無回答

福祉専門学校等教育機関との連携を図っている

外国人材の受け入れを行っている

インターンシップ制度を導入している

シルバー人材センターとの連携を図っている

特に何も行っていない

育児中の職員への配慮など、働きやすい
環境をつくっている

人材派遣会社との連携を図っている

無資格者でも採用を行い、採用後に資格
取得講座を受講させている

就職説明会への参加を行っている

採用時に給与（賞与・手当含む）を他社より
好条件に設定している

n=(134)  

ハローワークとの連携を図っている

採用時に労働日数・時間の希望をできるだけ
聞き入れている

定期的に求人誌への掲載などを行っている

採用時に仕事のやりがいや、社会的意義
を伝えている

59.0

47.8

45.5

39.6

38.8

38.1

33.6

24.6

16.4

13.4

8.2

4.5

3.7

4.5

10.4

1.5

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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（３）人材定着・育成の取り組み 

問９ 貴事業所では、人材の定着（離職の防止）・育成のために、どのような取り組みを行っ

ていますか。（いくつでも〇） 

 

人材の定着・育成（離職の防止）の取り組みについては、「新人職員に対し、一定期間マンツー

マンで知識や技能を指導するなどの支援体制を設けている」が56.0％と最も高く、次いで「非正

規職員から正規職員への登用機会を設けている」55.2％、「育児中の職員への配慮など、働きやす

い環境をつくっている」49.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(134)  

新人職員に対し、一定期間マンツーマンで知識や技能
を指導するなどの支援体制を設けている

非正規職員から正規職員への登用機会を設けている

育児中の職員への配慮など、働きやすい環境を
つくっている

職員への満足度（不満）調査を行い、事業所における
課題の把握を行っている

休憩室や談話室の設置など、職員がリラックスできる
環境を整えている

永年勤続など一定期間勤めた際の報奨制度を設けている

特に何も行っていない

その他

仕事のやりがいや、社会的意義を伝えている

上司や管理職が頻繁に面談を行い、職員の要望や不満
を汲み取っている

近隣の企業や同業他社の給与水準を踏まえ、給与額を
設定している

能力や仕事ぶりによって、管理職への登用機会を
設けている

外部研修に参加できない職員のために、内部研修
を充実させている

無回答

56.0

55.2

49.3

41.0

38.8

38.1

38.1

38.1

35.1

31.3

30.6

6.0

3.0

1.5

0 20 40 60
(%)
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（４）人材確保に効果的と思われること 

問10 人材の確保に効果的と思われる項目についてお答えください。（いくつでも〇） 

 

人材確保に効果的と思われることについては、「賃金の大幅アップ」が79.9％と最も高く、次い

で「休暇のとりやすい職場環境の整備」71.6％、「業務における精神的な負担の軽減」69.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(134)  

賃金の大幅アップ

休暇のとりやすい職場環境の整備

ＩＣＴや介護ロボットの活用による職員の負担軽減

シニア層等の採用

外国人介護人材の受け入れ

その他

無回答

業務における精神的な負担の軽減

業務における体力的な負担の軽減

福利厚生制度の充実

職員の資格取得や能力向上に向けた支援の充実

世間的な介護職へのイメージアップ、社会的地位の向上

79.9

71.6

69.4

60.4

44.0

38.8

36.6

26.9

16.4

6.7

3.0

0.7

0 20 40 60 80 (%)
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３．キャリア支援について 

（１）資格取得の支援 

問11 資格取得の支援について 

Ａ 職員が積極的に資格取得できるよう支援していますか。（１つに〇） 

Ｂ Ａで「３. ほとんど支援していない」又は「４．支援したいができていない」と回答し

た事業所にお伺いします。その理由を具体的にお書きください。 

 

Ａ 資格取得の支援の状況 

資格取得の支援の状況については、「支援している」と「十分でないが支援している」を合わせ

た≪支援している≫が85.1％となっています。一方、「支援したいができない」と「ほとんど支援

していない」を合わせた≪支援していない≫は10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 資格取得の支援をしていない理由 

・資格前提入社なので、上級資格希望者については、随事応じる方向。 

・人手不足により研修への参加が出来ない。・会社としての理解が得られない。 

・ご本人の希望ない。（介護ではない他の仕事につきたい希望者のため。） 

・資格取得後に祝い金が少し出るだけなので。 

・看護資格のある人を採用。 

・法人が大きく、こまやかな対応には至っていない。 

・余裕がない。 

・人材確保。担当制のため、長期不在となると難しい。 

・資格取得を希望し、本社に打診してもスルーされる為。 

・手が回らない。職員からの要望もない。 

・資格取得についての補助制度の紹介や、外部研修などの情報提供を行っているが、家事や育

児で受講時間が取れないといいう理由で、資格取得に至っていない。 

・手が回らないのと今のところニーズがない（職員事業所双方）。 

・資格取得について特に希望の声も上がらないが、実際希望があったとしてもフォローする時

間的な余裕がない。 

  

(134)  45.5 39.6 6.7

3.7 3.0

1.5

ｎ (%)

支

援

し

て

い

る

十

分

で

は

な

い

が

支

援

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

支

援

し

て

い

な

い

支

援

し

た

い

が

で

き

て

い

な

い

そ

の

他

無

回

答

支援している　85.1％ 支援していない　10.4％
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（２）研修等の参加支援 

問12 研修等の参加支援について 

Ａ 外部の研修や事例検討、講習会について、職員が積極的に参加できるよう支援しています

か。（１つに〇） 

Ｂ Ａで「３.ほとんど支援していない」又は「４．支援したいができていない」と回答した

事業所にお伺いします。その理由を具体的にお書きください。 

 

Ａ 研修等への参加支援の状況 

研修等への参加支援の状況については、「支援している」と「十分でないが支援している」を合

わせた≪支援している≫が88.8％となっています。一方、「支援したいができない」と「ほとんど

支援していない」を合わせた≪支援していない≫は8.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 研修等の参加の支援をしていない理由 

・時間的な余裕がない。 

・人手不足により通常の業務が最優先。・お金がかかることはだめ。利益優先のため。 

・案内はしているが、特別な休暇や、費用ホジョがあるわけではない。法人が大きく、事業所

単位では決められないため。 

・時間外の研修は生活もあり、難しい。 

・職員が時間外など望まない。 

・職員数が少なく、参加が難しい為。 

・特に要望がない。 

・上記講習と同様で、外部研修出席の時間がとれないという理由で参加できていない。また、

業務時間外という点も障壁になっている。 

・人員が足りないために研修時間が取れていない。 

・費用の問題（常勤は超過勤務手当が発生し、非常勤職員の場合は時給が発生する）が大きい。 

 

  

(134)  36.6 52.2

3.7

4.5

0.7

2.2

(%)ｎ

支

援

し

て

い

る

十

分

で

は

な

い

が

支

援

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

支

援

し

て

い

な

い

支

援
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た

い

が

で

き

て

い

な

い

そ

の

他

無

回

答

支援している　88.8％ 支援していない　8.2％
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４．事業運営について 

（１）経営上、大きな影響があったこと 

問13 令和６年度において、経営上、大きな影響があった項目についてお答えください。（い

くつでも〇） 

 

経営上、大きな影響があったことについては、「光熱費・燃料費・食材費などの物価上昇」が

53.7％と最も高く、次いで「介護報酬単価が実態に見合っていない」44.0％、「人件費の高騰」

38.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）介護報酬改定の影響 

問14 令和６年度の介護報酬改定について伺います。 

Ａ 運営上の影響がありましたか。（１つに○） 

Ｂ Ａで「２.影響があった」で回答した事業所にお伺いします。差し支えなければ、その影

響を具体的にお書きください。 

 

Ａ 介護報酬改定の運営上の影響 

介護報酬改定の運営上の影響については、「影響はなかった」が69.4％と最も高くなっています。

一方、「影響があった」は27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

n=(134)  

光熱費・燃料費・食材費などの物価上昇

介護報酬単価が実態に見合っていない

人件費の高騰

利用者数が少ない（稼働率が低い）

自費サービスや他収入が少ない

加算を取得できていない

総合事業・要支援の利用者が多く、単価が低い

報酬改定による減収

派遣職員や夜勤者などの人件費負担が大きい

特になし

その他

無回答

53.7

44.0

38.1

18.7

15.7

12.7

11.9

11.9

11.2

8.2

6.7

3.0

0 20 40 60 (%)

(134)  69.4 27.6 3.0

(%)ｎ

影

響

は

な

か
っ

た

影

響

が

あ
っ

た

無

回

答

Ｂへ 
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Ｂ 具体的な介護報酬改定の影響 

・今まで収益が小さいが出す事が出来た。その分を賃金ＵＰに回していたが、物価が上がり生

活に影響が出ており、報酬改定による減収により、赤字運営となってしまい、スタッフの賃

金ＵＰが厳しくなった。また人材採用も厳しくなった。（広告費コストを下げた。） 

・特定事業所加算取得。 

・医療介護連携加算をはじめとする各種加算を取得しないと経営がなりたたないです。 

・リハビリに対する減算。・支援認定の方は一年でリハビリがさらに減算になるため、終了せざ

るおえない。 

・単価設定には、人件費（最低時給）上昇が反映していない。 

・収益が下がった。 

・高齢ヘルパーが多い為、身体介護を多く受けることが出来ない。生活支援は報酬単価が下

がった。生活支援も買物支援は、移動が多く内容によっては依頼を困わらなければいけない

ときもある。 

・赤字で報酬改定でとても期待していたが、結果として赤字が更に増えた。 

・併設している訪問介護の減収減益、もともと居宅だけでは赤字で訪問介護で収益を出してい

たが減益となり、ケアマネの処偶ＵＰにならなかった。 

・当事業所では加算を取得していない為、同じ仕事をしているのに純粋に報酬減となった 

・減収減益、元々小さい収益にも関らず、改定により赤字運営となった。 

・仕事の量に対しての報酬が少ない。 

・基本報酬率が微量であるがその他の加算に求められることが増え負担が増加している。負担

増と比較して報酬率の変化が殆どなく見合っていない。 

・要支援認定（総合事業）のご利用者が多い為、運動器機能向上加算が基本単位に包括され

（包括されたが実際は基本単位減額）、事業所評価加算が無くなり、月額報酬金額にかなりの

影響があった。年間で１００万円超でした。 

・介護報酬の減収にもかかわらず人件費は変わらず支給している。 

・訪問介護の報酬単価が下がったことで、収入減に直結しており、かなりのダメージです。 

・総合事業の介護報酬引き下げにより、売上単価の減少があり全体の売上の低下が見られた。 

・算定追加項目があった。 

・加算取得に向け色々と協議し周りの意識を変える必要があった。 

・医療介護連携加算が15件となり、獲得することが容易ではなかった。ギリギリで何とか習得

した。もっと数値を低くするように要望する。 

・基本料の単価（介護度１～５の単位数増）が上がったことによる収入として増になった。 

・加算内容の厳格化。 

・処遇改善加算取得のための給与UPが収支に影響を及ぼしている。 

・ケアプランの同一建物減算の導入。 

・基本報酬の引き下げ。 

・求められることは増えるが報酬が増えない。投資ができない。補助金等は事務作業が増える。

必然的に利益が取りにくい体質になっている。 

・実施すべきことは増えるが事業所にはお金が残らない。これでは疲弊していく。疲弊した事
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業所が利益を悪補できるわけがない。 

・報酬は変わらず、経費は高くなる。書類を出さないとお金はもらえない。結局仕事が増えて

いる。その分残業等も増えていく。 

・事業所収入が少なくなったので、スタッフの昇給など積極的に行うことができない。昇給は

あったが、思ったようにはあげられなかった。 

・収益が下がった。 
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（３）第三者評価の実施状況 

問15 第三者評価の実施状況についてお伺いします。 

Ａ 今後、実施する予定はありますか。（１つに○） 

Ｂ Ａで「２．実施の予定はない」と回答した事業所にお尋ねします。その理由は次のうちど

れですか。（いくつでも〇） 

 

Ａ 第三者評価の実施予定 

第三者評価を実施する予定については、「実施の予定はない」が59.7％、「実施している又は予

定がある」が38.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 第三者評価の実施予定がない理由 

第三者評価を実施する予定がない理由については、「費用がかかりすぎるから」が47.5％と最も

高く、次いで「サービスの改善に結びつくかわからないから」38.8％、「メリットがわからないか

ら」35.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(80)  

費用がかかりすぎるから

サービスの改善に結びつくかわからないから

メリットがわからないから

評価機関の選び方がわからないから

その他

無回答

47.5

38.8

35.0

17.5

17.5

2.5

0 10 20 30 40 50 (%)

(134)  38.1 59.7 2.2

(%)ｎ

実

施

し

て

い

る

又

は

予

定

が

あ

る

実

施

の

予

定

は

な

い

無

回

答

Ｂへ 
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（４）ＩＣＴ機器や介護ロボットの導入状況 

問16 ICT機器や介護ロボットの導入状況について伺います。 

Ａ 貴事業所では、介護サービスの提供又は介護事業所の運営に関し、どのようなICT機器や

介護ロボットを導入していますか。（いくつでも〇） 

 

Ａ ICT機器や介護ロボットの導入状況 

ＩＣＴ機器やロボットの導入については、「介護業務支援ソフト（例：介護記録ソフト、ケアプ

ラン作成システム等）」が69.4％と最も高く、次いで「介護業務支援のためのデバイス端末（例：

タブレット等）」50.0％となっています。一方、「導入していない」は23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(134)  

介護業務支援ソフト（例：介護記録ソフト、
ケアプラン作成システム等）

移乗支援（例：装着型・非装着型）

機能訓練支援

排泄支援（例：排泄予測センサー等）

食事・栄養管理支援

移動支援（例：屋外・屋内）

介護業務支援のためのデバイス端末
（例：タブレット等）

見守り支援機器（例：バイタル測定機器、利用者の
排泄タイミングを検知するもの等含む）

入浴支援（例：入浴介助装置）

見守り・コミュニケーション（例：見守りセンサー、
コミュニケーションロボット等）

介護業務支援（例：ＡＩによる記録支援システム等）

認知症生活支援・認知症ケア支援

導入していない

その他

無回答

69.4

50.0

9.0

8.2

6.7

4.5

3.0

2.2

0.7

0.7

-

-

23.1

3.0

1.5

0 20 40 60 80
(%)

Ｅへ 

Ｂへ 

Ｂへ 
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（５）ＩＣＴ機器や介護ロボットの導入への満足感 

Ｂ Ａで「１～12又は14」のいずれかを回答した事業所にお尋ねします。導入した効果に満足

していますか。（１つに〇） 

Ｃ Ｂで「１．満足している」又は「２．どちらかといえば満足している」と回答した事業所

にお尋ねします。導入した効果に満足している理由は何ですか。（いくつでも〇） 

Ｄ Ｂで「４．どちらかといえば不満である」又は「５．不満である」と回答した事業所にお

尋ねします。導入した効果に不満である理由は何ですか。（いくつでも〇） 

 

Ｂ ＩＣＴ機器やロボットを導入した効果の満足度 

ＩＣＴ機器やロボットを導入した効果の満足度については、「満足している」と「どちらかとい

えば満足している」を合わせた≪満足している≫が66.3％となっています。一方、「不満である」

と「どちらかといえば不満である」を合わせた≪不満である≫は5.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 導入効果に満足している理由 

ＩＣＴ機器や介護ロボットの導入効果に満足している理由は、「業務効率化」が94.0％と最も高

く、次いで「介護職員の負担軽減」65.7％、「利用者へのケアの質の向上」34.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(67)  

業務効率化

介護職員の負担軽減

利用者へのケアの質の向上

採用時のプラス効果や離職防止

利用者や家族への安心感

人材不足対策

その他

無回答

94.0

65.7

34.3

9.0

9.0

6.0

1.5

1.5

0 20 40 60 80 100
(%)

(101)  20.8 45.5 26.7

3.0 2.0

2.0

(%)ｎ

満

足

し

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

満

足

し

て

い

る

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

不

満

で

あ

る

不

満

で

あ

る

無

回

答

満足している　66.3％ 不満である　5.0％

Ｃへ Ｄへ 
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Ｄ 導入効果に不満な理由 

ＩＣＴ機器や介護ロボットの導入効果に不満な理由は、「操作が難しい。慣れるまでに時間がか

かる」及び「導入費・維持費が高い」「システムトラブルなどで余計に手間がかかる」がそれぞれ

40.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）ＩＣＴ機器や介護ロボットの導入をしていない理由 

Ｅ Ａで「１３．導入していない」と回答した事業所にお尋ねします。導入していない理由は

何ですか。（いくつでも〇） 

 

ＩＣＴ機器やロボットを導入していない理由については、「導入経費の負担が大きい」が54.8％

と最も高く、次いで「ＩＴに強い職員がいない」25.8％、「必要と思われるＩＣＴ機器・介護ロ

ボットが無い」及び「導入効果のイメージがわかない」22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(31)  

現在のケアの方法で満足している、又は変えたくない

利用者のプライバシーを懸念

利用者や家族の理解を得ることが負担

その他

導入経費の負担が大きい

ＩＴに強い職員がいない

必要と思われるＩＣＴ機器・介護ロボットが無い

導入効果のイメージがわかない

職員の年齢層が高い

54.8

25.8

22.6

22.6

19.4

9.7

3.2

3.2

22.6

0 20 40 60 (%)

n=(5)  

操作が難しい。慣れるまでに時間がかかる

導入費・維持費が高い

システムトラブルなどで余計に手間がかかる

ケアが機械的になってしまう

利用者が機械に抵抗を示してしまう

記録の入力がむしろ増えた

その他

40.0

40.0

40.0

-

-

-

60.0

0 10 20 30 40 50 60 (%)
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５．今後の事業運営について 

（１）今後の事業運営 

問17 今後の事業運営について 

Ａ 今後３年のうちに貴事業所の事業規模について、どのように考えていますか。（１つに〇） 

Ｂ Ａで「１．拡大予定・検討中」と回答した事業所にお尋ねします。拡大予定・検討中の内容

を自由にお書きください。 

Ｃ Ａで「３．縮小予定」と回答した事業所にお尋ねします。縮小予定の内容及び理由を自由に

お書きください。 

 

Ａ 今後３年間の事業規模 

今後３年間の事業規模については、「現状維持」が57.5％と最も高く、次いで「拡大予定・検討

中」が18.7％となっています。一方、「わからない（予測がつかない）」は20.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(134)  18.7 57.5

3.7

20.1

(%)ｎ

拡

大

予

定

・

検

討

中

現

状

維

持

縮

小

予

定

わ

か

ら

な

い
（

予

測

が

つ

か

な

い
）
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回答 内容及び理由 

Ｂ「拡大予定・ 

検討中」 

・現在の主任ケアマネが６５才を越えているため、次の主任ケアマネを募集

中。ケアマネの数を増やして上の加算を取っていきたい。 

・人員拡大。 

・スタッフの増員。 

・居宅支援事業所の開設。 

・必要に応じて休業日（土曜）の営業も考えたい。 

・より多くのサービス提供が実現できるよう人員の充足に努めている。 

・サテライト開設やこども食堂などの居場所作り。 

・他市への店舗オープン。 

・人員が増員したらＧＨ、ｏｒ放デイ（医ケア）をやりたい。 

・ケアマネ増員予定。多摩センター開設。 

・同じ事業。 

・事業所の大規模化とサテライト展開を考えています。 

・職員が増え、OJT終了次第、定員数を5人ずつ上げ、最終的に40名を目指す予

定。 

・営業エリアの拡大・人員拡充。 

・新規店舗の出店。 

・現状の制度でサービス対象から漏れる方々への支援。 

・ケアマネジャー人数が確保できれば、拡大していく方向です。 

・新規開設。 

・現状維持ができれば良いと考える一方で、介護報酬が十分に増えず、企業と

して利益が上がる構造になっていない業態のままでは、事業を拡大すること

でかえって経営が苦しくなる可能性もあり、拡大に踏み切れない現状があり

ます。これまでにも、企業努力によって増収を図ってきましたが、その増収

分が必ずしも利益として残らず、結果として経営改善につながりにくかった

という実情があることも理解していただきたいと思います。今後、介護職員

の処遇改善はもちろん重要ですが、それと同時に、企業が努力によって増

収・増益を実現できる仕組みを整えることが不可欠です。そのうえで得られ

た利益を職員の収入改善（利益分配）へとつなげていくことこそが、真の意

味での介護事業の業態改善につながるのではないかと考えています。その後

に、拡大検討をしていきたいと思います。現状では、現状維持が精一杯で

す。 

・新規事業所・ 

・高齢者率の増加に伴い、１～2年内に新規居宅介護支援事業所を開設する予定

がある。 

・ケアマネジャー増員を検討している。 

・併設短期入所11床を特養へ転換し、現105床から116床へ拡大したい。 

・人員が充足すれば積極的に利用者を増やしていく予定。 

Ｃ「縮小予定」 

・スタッフ人数少ないので２月末に休止予定。 

・スタッフが高令化しており、現状の営業時間を維持することがむずかしいと

思われ、人件費負担等、採算とれず次世代に護ることもできない。 

・現在、平均年令６６才で３年間新しい職員が入っていない。このままいくと

３年後は、職員数も減り、縮小せざるを得ない。この２年間で７名の退職者

があった。 

・訪問介護事業所休止予定。 

・人材の不足により縮小せざる負えない。 
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６．介護保険以外の給付サービスについて 

（１）専門的知識のない地域住民にも担える業務（施設系サービス・通所系サービス） 

問18 施設系サービス及び通所系サービス（（看護）小規模多機能型居宅介護含む）の事業所

のみお答えください。（問２の①主な事業所の種類で３、７、９～１５、１８～２３のい

ずれかで回答した事業所） 

多摩市では高齢者の介護予防の促進と施設等の活動活性化及び業務負担軽減等を目的に、

施設等における住民のボランティア活動に対しポイントを付与する「介護予防ボランティ

アポイント事業」を実施しています。現在、貴事業所が行っている業務のうち、専門的な

知識がない地域住民にも担うことができると思うものについてお答えください。（いくつ

でも〇） 

 

施設系サービスおよび通所系サービス事業所における専門的知識のない地域住民にも担える業

務は、「話し相手」が67.8％と最も高く、次いで「掃除」61.0％、「レクリエーション」52.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(59)  

話し相手

掃除

レクリエーション

配膳・下膳

シーツ交換

外出支援

その他

無回答

67.8

61.0

52.5

39.0

33.9

20.3

6.8

11.9

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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（２）専門的知識のない地域住民にも担える業務（訪問系サービス） 

問19 訪問系サービス（（看護）小規模多機能型居宅介護含む）の事業所のみお答えくださ

い。（問２の①主な事業所の種類で２、４、５，６、１５～１７、２０のいずれかで回答

した事業所） 

多摩市では住民互助の促進と生活に支障が出始めた高齢者への支援を目的に地域住民が

サービス提供主体となる「住民主体による訪問型サービス」を推進しています。現在、貴

事業所が行っている業務のうち、専門的な知識がない地域住民にも担うことができると思

うものについてお答えください。（いくつでも〇） 

 

訪問系サービス事業所における専門的知識のない地域住民にも担える業務は、「話し相手」が

66.7％と最も高く、次いで「掃除」及び「安否確認」56.3％、「買い物」50.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(48)  

話し相手

掃除

安否確認

買い物

服薬の声かけ

調理

移動支援

乗降介助

その他

無回答

66.7

56.3

56.3

50.0

37.5

35.4

2.1

-

4.2

25.0

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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（３）すでに実施している地域の支えあい活動との連携や協力 

問20 地域の支えあい活動との連携や協力について、貴事業所がすでに実施していることにつ

いてお答えください。（いくつでも〇） 

 

すでに実施している地域の支えあい活動との連携や協力は、「地域の意見交換会などに参加」が

24.6％と最も高く、次いで「地域に向けた勉強会や研修会の開催（講師としての参加含む）」

21.6％、「行方不明高齢者の捜索など地域からの依頼に協力」14.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(134)  

地域の意見交換会などに参加

地域に向けた勉強会や研修会の開催
（講師としての参加含む）

行方不明高齢者の捜索など地域から
の依頼に協力

通いの場などへ専門職として参画

部屋（活動場所等）の提供

買い物や通いの場への移動支援

車両（運転手を含む）の提供

車両（運転手含まず）の提供

その他

無回答

24.6

21.6

14.2

8.2

7.5

3.0

0.7

-

7.5

50.0

0 10 20 30 40 50
(%)
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（４）今後実施できそうな地域の支えあい活動との連携や協力 

問21 地域の支えあい活動との連携や協力について、貴事業所が（現在は実施していないが）

今後出来そうなことについてお答えください。（いくつでも〇） 

 

今後実施できそうな地域の支えあい活動との連携や協力は、「地域の意見交換会などに参加」が

41.0％と最も高く、次いで「行方不明高齢者の捜索など地域からの依頼に協力」33.6％、「地域に

向けた勉強会や研修会の開催（講師としての参加含む）」30.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）認知症ケアで難しく感じること 

問22 認知症ケアで難しく感じることについてお答えください。（いくつでも〇） 

 

認知症ケアで難しく感じることは、「家族の認知症理解促進」が70.1％と最も高く、次いで「本

人の症状の理解」52.2％、「本人家族を含む交流の場の創出」29.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(134)  

家族の認知症理解促進

本人の病状の理解

本人家族を含む交流の場の創出

症状に応じたケアやサービスの案内

本人家族を含む交流の場へのつなぎ

当事者の強みを引き出す支援

インフォーマルサービスの活用

その他

無回答

70.1

52.2

29.1

26.9

26.1

20.9

20.1

3.7

13.4

0 20 40 60 80 (%)

n=(134)  

地域の意見交換会などに参加

行方不明高齢者の捜索など地域から
の依頼に協力

地域に向けた勉強会や研修会の開催
（講師としての参加含む）

通いの場などへ専門職として参画

部屋（活動場所等）の提供

車両（運転手を含む）の提供

車両（運転手含まず）の提供

買い物や通いの場への移動支援

その他

無回答

41.0

33.6

30.6

17.9

9.0

3.0

3.0

2.2

3.0

28.4

0 10 20 30 40 50
(%)
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７．居宅介護支援事業所・介護予防支援事業所について 

（１）令和７年１２月の給付管理件数 

問23 要支援・要介護認定者に関し、貴事業所における令和７年１２月の給付管理件数は何件

でしたか。（当該部分に件数を記入。事業対象者・要支援１・２は、介護予防支援事業所

のみ記入） 

 

令和７年１２月の給付管理件数において、多摩市の要支援・要介護認定者に対し作成した令和

７年１２月のケアプランの給付管理件数は、総件数は4,059件、１事業所当たり平均193.4件と

なっています。①多摩市の内訳をみると、「要介護１」が平均37.6件と最も多く、「要介護２」が

平均28.1件と続いています。②多摩市以外の内訳をみると、「要介護１」が平均6.3件と最も多く、

「要介護２」が平均5.4件と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）多摩市を中心に活動している居宅介護支援専門員及び主任介護支援専門員 

問24 貴事業所の中で、多摩市を中心に活動している居宅介護支援専門員及び主任介護支援専

門員は何人いますか。（常勤・非常勤問わず、実人数を記入。） 

 

多摩市を中心に活動している居宅介護支援専門員の人数は、１事業所あたり平均2.6人となって

おり、そのうち主任介護支援専門員は平均1.2人となっています。 

 

 

  

事業所計 平均

1 居宅介護支援専門員 55.0 人 2.6 人 

2 主任居宅介護支援専門員 29.0 人 1.2 人 

事業所計 平均 事業所計 平均

1 事業対象者 465 件 23.3 件 40 件 2.7 件 

2 要支援１ 303 件 13.2 件 19 件 1.3 件 

3 要支援２ 446 件 20.3 件 21 件 1.4 件 

4 要介護１ 826 件 37.6 件 113 件 6.3 件 

5 要介護２ 618 件 28.1 件 81 件 5.4 件 

6 要介護３ 361 件 16.4 件 48 件 3.4 件 

7 要介護４ 227 件 10.3 件 40 件 2.7 件 

8 要介護５ 425 件 19.3 件 26 件 1.9 件 

小計 3,671 件 168.4 件 388 件 25.0 件 

 令和７年１２月の
 給付管理件数（合計）

①多摩市の被保険者 ②多摩市以外の被保険者

事業所計

4,059 件 

平均

193.4 件 
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（３）介護予防支援事業者の指定状況 

問25 居宅介護支援事業所のみお答えください。 

Ａ 令和６年４月介護保険法改正により、居宅介護支援事業者が介護予防支援事業者の指定を

受けることにより介護予防支援事業を実施できることになりました。貴事業所は指定を受

けている、又は今後指定を受ける予定はありますか。（１つに〇） 

Ｂ Ａで「２．今後、受ける予定である」と回答した事業所にお尋ねします。指定を受ける予

定はいつ頃ですか。 

Ｃ Ａで「３．受けない」と回答した事業所にお尋ねします。指定を受けない理由をお書きく

ださい。 

 

Ａ 介護予防支援事業者の指定状況 

介護予防支援事業者の指定状況は、「受けない」が85.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 指定を受けない理由 

・支援を受けない方向なので。 

・特に手間を考えた時面倒だから。 

・要介護者のケアプラン依頼だけで業務が多忙な状態です。新規依頼もお断わりしているため、

予防ケアプランまで行うことは困難です。 

・予防の請求ソフトが入っていない。介護だけでも人数が多く、余裕がない。 

・委託をうけて、対応しているので、問題はない。 

・業務過多になるため。報酬が安いため。 

・会社として支援受けないと決めているため。 

・現在一人で運営しておりますので人的余裕等がありません。また、事務的な面等がたいへん

と伺っております。 

・要介護の方の対応を充実させていきたいから。 

・プラン単位が低く採算が厳しい。また、ケアマネ採用に苦戦しており、介護プランで手一杯。 

・要介護者を中心に対応していく方針（会社の考え）です。 

・介護予防支援事業をまわせる人材がいないことと、費用面で折り合いがあわないため。 

・報酬が手間に見合っていないから。 

・事業所としての運営利益の問題及び業務がより煩雑になってしまう為。 

(21)  4.8 4.8 85.7 4.8

(%)ｎ

受

け

て

い

る

今

後
、

受

け

る

予

定

で

あ

る

受

け

な

い

無

回

答

Ｃへ 
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・要介護認定者を受けるのに手いっぱいな状況。ただし、包括支援センターからの委託支援の

み受けている。 

・介護予防支援事業を提供する予定がない。 

・法人の規定によるから。 

・会社の運営方針が定まっていないため。 

・受けるメリットが感じられないため。 
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８．居宅・施設サービス提供事業所について 

（１）令和７年１２月の利用者の実人数 

問26 貴事業所の、令和７年１２月の利用者の実人数は何人でしたか。問２の①主な事業所の

種類でお答えになった事業についてお答えください。（該当部分に人数を記入） 

 

令和７年12月の利用者の実人数は、事業所計は5,930人、１事業所当たり平均123.0人となって

います。①多摩市の内訳をみると、「要介護１」が平均11.8人と最も多く、「事業対象者」が平均

11.1人と続いています。②多摩市以外の内訳をみると、「要介護１」が平均8.1人と最も多く、「要

介護２」が平均7.2人と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

事業所計 平均 事業所計 平均

1 事業対象者 421 人 11.1 人 158 人 5.5 人 

2 要支援１ 279 人 5.7 人 114 人 3.6 人 

3 要支援２ 407 人 8.0 人 128 人 3.8 人 

4 要介護１ 754 人 11.8 人 350 人 8.1 人 

5 要介護２ 641 人 9.9 人 326 人 7.2 人 

6 要介護３ 553 人 8.5 人 237 人 5.4 人 

7 要介護４ 366 人 6.1 人 241 人 5.7 人 

8 要介護５ 277 人 4.8 人 165 人 3.8 人 

9
申請中・暫定プラ
ン

388 人 10.2 人 125 人 3.9 人 

小計 4,086 人 76.0 人 1,844 人 47.0 人 

①多摩市の被保険者 ②多摩市以外の被保険者

令和７年１２月の利用
者の実人数（合計）

事業所計 平均

5,930 人 123.0 人 
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（２）令和７年１２月の稼働率 

問27 施設系サービス及び通所系サービス（（看護）小規模多機能型居宅介護含む）の事業所

のみお答えください。（問２の①主な事業所の種類で３、７、９～１５、１８～２３のい

ずれかで回答した事業所） 

貴事業所における令和７年１２月の稼働率をお答えください。（１つに〇） 

 

令和７年12月の稼働率は、「91～99％」及び「81～90％」が27.1％と最も高く、次いで「71～

80％」13.6％、「61～70％」6.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）介護職員等処遇改善加算の取得状況 

問28 介護職員等処遇改善加算について 

Ａ 貴事業所では、介護職員等処遇改善加算を取得していますか。（１つに〇） 

 

介護職員等処遇改善加算の取得状況は、「介護職員処遇改善加算１」が33.0％と最も高く、次い

で「介護職員等処遇改善加算Ⅱ」23.6％、「介護職員処遇改善加算Ⅲ」9.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(106)  33.0 23.6 9.4

1.9

7.5 24.5

(%)ｎ

介

護

職

員

等

処

遇

改

善

加

算

Ⅰ

介

護

職

員

等

処

遇

改

善

加

算

Ⅱ

介

護

職

員

等

処

遇

改

善

加

算

Ⅲ

介

護

職

員

等

処

遇

改

善

加

算

Ⅳ

取

得

し

て

い

な

い

無

回

答

(59)  5.1 27.1 27.1 13.6 6.8 5.1

3.4 --

11.9

(%)ｎ

１

０

０

％

９

１
～

９

９

％

８

１
～

９

０

％

７

１
～

８

０

％

６

１
～

７

０

％

５

１
～

６

０

％

４

１
～

５

０

％

３

１
～

４

０

％

３

０

％

以

下

無

回

答

Ｂへ Ｃへ 
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（４）上位の介護職員等処遇改善加算を取得する上で課題となっていること 

Ｂ Ａで「２～４」のいずれか１つでも「〇」で回答した事業所にお尋ねします。現在より上

位の加算を取得する場合、課題となっていることをお答えください。（いくつでも〇） 

 

上位の介護職員等処遇改善加算を取得する上で課題となっていることは、「キャリアパスや評価

制度の整備が難しい（職員が少なく、職責の区分が困難など）」が40.5％と最も高く、次いで「書

類・要件が複雑でわかりにくい（文言が専門的で理解しづらいなど）」35.1％、「事務分担・管理

負担が大きい」27.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）介護職員等処遇改善加算を取得しない・取得できない理由 

Ｃ Ａで「５．取得していない」を回答した事業所にお尋ねします。介護職員等処遇改善加算

を取得しない又は取得できない理由は何ですか。（いくつでも〇） 

 

介護職員等処遇改善加算を取得しない・取得できない理由は、「事務手続き・要件が複雑で負担

が大きい」が25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(8)  

事務手続き・要件が複雑で負担が大きい

加算を取得してもメリットが少ない

経営や人事制度の柔軟性が損なわれる

人材構成・雇用形態の条件を満たせない

加算を取得しなくても人材確保ができている

利用者の負担増を懸念している

その他

25.0

-

-

-

-

-

75.0

0 20 40 60 80 (%)

公平な配分ルール作りが難しい（経験・技能の評価
が曖昧、不満が出やすいなど）

経営的な柔軟性が乏しい（全額人件費への充当が
必要で経営に余裕がない）

職員の入れ替わりが多く、安定した運用ができない

職員への説明・同意に時間がかかる

その他

n=(37)  

キャリアパスや評価制度の整備が難しい（職員が
少なく、職責の区分が困難など）

書類・要件が複雑でわかりにくい（文言が専門的で
理解しづらいなど）

事務分担・管理負担が大きい

無回答

40.5

35.1

27.0

18.9

8.1

8.1

5.4

13.5

5.4

0 10 20 30 40 50
(%)
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９．多摩市への意向について 

（１）多摩市への要望について 

問29 多摩市への要望について 

Ａ 引き続きより良い介護サービスを市民に提供していくために、事業所として市に望むこと

は何ですか。（５つまで〇） 

Ｂ Ａで１２又は１３で回答した事業所にお伺いします。特に増やした方が良いと思う事業所

の種別を具体的にお書きください。 

Ｃ Ａで「1４．その他」で回答した事業所にお伺いします。内容について具体的にお書きく

ださい。 

 

Ａ 多摩市への要望について 

多摩市への要望については、「事業所の運営に必要な費用にかかる補助」が59.0％と最も高く、

次いで「利用者への適正な介護サービス利用の啓発」32.1％、「移動・移送手段の充実」29.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(134)  

事業所の運営に必要な費用にかかる補助

利用者への適正な介護サービス利用の啓発

移動・移送手段の充実

家族介護の負担を軽減する保健福祉サービス
の充実

利用料を補助するなど、利用者の費用負担を
軽減する経済的給付を増やすこと

居宅介護支援専門員やホームヘルパーなどの
人材確保支援（研修費用の補助等）

サービス事業所の質を高める取り組み（給付
適正化や指導等）

介護保険を効率的に運用する仕組みづくり

居宅介護支援専門員やホームヘルパーなどの
人材育成支援（研修の実施等）

地域包括支援センターの機能の充実

市と事業所間の情報交換や連絡調整を行う
連絡会の開催

市内に特別養護老人ホームなどの介護施設
の増床・増設

市内の居宅介護支援事業所や居宅サービス
事業所などを増やすこと

その他

特になし

無回答

59.0

32.1

29.1

28.4

27.6

23.9

22.4

21.6

16.4

15.7

14.2

7.5

4.5

5.2

4.5

5.2

0 10 20 30 40 50 60
(%)

Ｂへ 

Ｃへ 
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Ｂ 特に増やした方が良いと思う事業所の種別について 

・施設に関しては、緊急性の高い方の柔軟な入所体制、増床⇔システム構築なのかは実情を踏

まえて。また在宅では医療依存度が高い方が多くなるなか、本人、家族への負担軽減を踏ま

え、受け入れの間口が広がると良いのではないでしょうか。また在宅サービスの要となる訪

問介護の人材減少は在宅介護に対して大きな痛手となります。訪問介護事業所に対する支援

も大きな課題と思われます。予防給付においては、人材不足、経営的部分から、導入が困難

な場面が多々みられ、時に利用者の不利益につながる場合も感じられます。 

・介護老人福祉施設。 

・医療的ケアが必要な方の泊り先。（ＰＴ、ＯＴ、ＳＴがいる施設）Ｆａのレスパイトのための

受け入れ先がなかなかない。 

・老健、特養。 

・特別養護老人ホーム。 

・特別養護老人ホーム。 

・特別養護老人ホーム。 

・特別養護老人ホーム、居宅介護支援事業所、ケアマネ。 

・入所待機者が多い。（特養施設について） 

・もう制度上むずかしいが、カフェスタイルのデイが残ればと増やすより維持できればと思い

ます。ＣＭも小さい所がなくなり、大型化、デイも大型化であれば、介ゴの特色がなくなっ

てしまうのが残念、時代の流れではありますが…皆さん頑張って仕事しているのに残念です。 

・ヘルパーの充実。 

・介護士さんが足りない．又は高齢で仕事をたのむのが申し訳ないなど、利用者さんから話が

出ています。お米やペットボトルなど、エレベーターのない団地の方など…。 

・訪問介護、訪問看護、通所リハビリ。 

・訪問介護。 

 

Ｃ 具体的なその他の内容について 

・車を止めるとこが不足している。市内の小学校、中学校、包括支援センターなどの場所に短

時間でも止めさせてもらうことは出来ないか。・ドラッグストア、スーパーなど、広く駐場所

をもっているところに、市から協力してもらえないか、お伝えしていただくことは出来ない

か。 

・ナーシングホームの開設を援助して頂きたい。 

・人材確保の支援。 

・地域包括センターの機能拡充にあたるかも知れませんが、介護サービスを開始する時点で疾

患や認知機能の著しい低下や、ご家族の介護力不足の問題が多く見られます。ご家族がすべ

てを介護サービスに依存してしまう事も問題ですが、ご家族だけで抱えきれなくなった状況

でサービス開始をされるケースが多く見られます。その手前で気軽に相談ができ、サービス

利用のハードルを低くし、進行を遅くできるような周知活動が出来ていれば良いと思います。 

・多摩市は階段がありエレベーターなしの自宅が多く劣化もしており救済措置や救済支援など

が欲しい。 
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・行政と事業所間の効率的な連携も利用者への利益に大きく関係すると思います。オンライン

等での情報共有、手続き等の簡略化等の体制構築は急務と思われます。 

・少子化・人口減少があり医療福祉介護の担い手不足は続く中で、必要な方に迅速な支援を行

うためには、高齢者だけでなく子供や孫世代もその状況を理解していく必要があると思いま

す。現状や課題を広く共有し、適切な資源の利用をすすめていきたいです。 
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